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市役所代表

こきんちゃん

市制施行５０周年を記念し、本市の
名誉市民である宮崎駿氏（スタジ
オジブリ）に描いていただいた市
のイメージキャラクターです。

/91
９
月　

日（
水
）

３０

納
期
限
の

お
知
ら
せ

納付書裏面等に記載の場所で納付してください。
便利な口座振替をご利用ください。

国民健康保険税 ……………第３期分
後期高齢者医療保険料 ……第３期分
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　令和２年第２回小金井市議会臨時会補正予算における新型コロナウ
イルス感染症対策については、４面に掲載しています。
　引き続き、手洗い、マスクの着用、ソーシャルディスタンスを保つ
等の、感染しない、感染させない行動を心掛けましょう。

　新型コロナウイルス関連情報については、市ホームページ（右記Ｑ
Ｒコード）にまとめて掲載しています。
　また、イベント等の最新情報については、事前に各担当部署や主催
者にお問い合わせいただくか、市ホームページをご確認ください。
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　ご自宅が安全なら必ずしも避難所に避難する
必要はありません。
　避難所では「３つの密（密閉・密集・密
接）」が重なりやすく、感染リスクが高まりま
す。
　自宅が危険な場合も、避難先は市指定の避難
所だけではありません。安全な親戚・知人宅に
避難することも考えておきましょう。
 

　自宅周辺の安全が確保されている場合には、

避難とは「難」を「避」けること

地震に備えて

自宅での生活が継続できるよ
う（これを在宅避難とい
う）、家具転倒防止対策や水
や食料、衛生用品などの備蓄
品を準備し、期限等を再確認してください。市
防災マップで具体的に示しています。
 

　自宅の周辺にどのような危
険があるか、市防災マップ等
で確認してください。台風の
接近など事前に被害が予想さ
れる場合は、気象情報の収集、在宅避難の備え
等を心掛けてください。

風水害に備えて

 

渇避難所の衛生環境確保にご協力ください。避
難時には、可能な限り、マスク・体温計・手指
消毒液・常備薬・室内履きの持参をお願いいた
します
渇マスク着用や咳エチケット、手指の消毒等を
徹底し、体調に異変を感じたら速やかに運営ス
タッフに相談してください
渇お近くの避難先や避難経路等については、市
防災マップや市ホームページ等でご確認くださ
い

−◇共　通◇−
 地域安全課防災消防係（☎０４２−３８７−９８０７）

避難所へ避難する際には

問

9月1日～30日は9月1日～30日は、、
商店街感染症拡大防商店街感染症拡大防止止

キャンペーキャンペーンン

新生児特別定額給付新生児特別定額給付金金
をを支給支給しましますす

新型コロナウイルス流行下に災害が発生したら

　国の特別定額給付金の給付対象とならない令
和２年４月２８日以降に生まれた子どもに給付金
を支給します。
　９月３０日までに出生届を提出した対象者に、
準備ができ次第申請書を郵送します。１０月１日
以降は、子育て支援課窓口（市役所第二庁舎３
階）で対象者に申請書をお渡しします。
■給付対象児令和２年４月２８日～令和３年４月１日の間に生ま
れ、出生により市で初めて住民基本台帳に記録された子ども
■給付対象者渇令和２年４月２７日～給付対象児が出生した日にお
いて、市の住民基本台帳に記録されている給付対象児の母渇令和
２年４月２８日～給付対象児が出生した日の間に、市に転入し、給
付申請日までに、引き続き、市の住民基本台帳に記録されている
給付対象児の母であって、市長が認める者
■給付額給付対象児一人当たり１０万円
 地域福祉課地域福祉係（☎０４２−３８７−９９１５）問

　商工会および商店会連合会で
は、市内１８商店会等へ、ソーシ
ャルディスタンスの徹底の周知
やマスクの配布、不要不急の外
出自粛を呼びかけるためのポス
ターを 貼 り出します。

は

　また、駅や各店舗等では、感
染防止対策に取り組む商店会等
を紹介するチラシを配布しま
す。
　皆さんに安心して商店街等を
利用していただけるように取り
組んでいます。
 商工会（☎０４２−３８１−８７６５）問

新型コロナウイ
ルスに関する情
報について

新型コロナウイルス感染症対策にかか新型コロナウイルス感染症対策にかかるる
補正予算が新たに可決されまし補正予算が新たに可決されましたた 詳細は４面へ



22・9・1市役所の開庁時間は、原則平日午前８時 30 分〜午後５時です。（正午〜午後１時除く） 市役所代表 ☎ 0 4 2 − 3 8 3 − 1 1 1 1

掲載内容の詳細は、お問い合わせいただくか、市ホームページをご覧ください。費用の記載のないものは、原則、無料です。

問合先内　容ところと　き名　称

経済課消費生活係
（☎０４２−３８７−９８３１）

これからの消費者行
政の在り方について

市役所第二庁舎３階３０１会議
室

９月１０日（木）
１４：００〜

消費生活審議会

指導室指導係
（☎０４２−３８７−９８７７）

いじめ防止条例の策
定について

市役所西庁舎２階第五会議室
９月１４日（月）
１５：００〜

いじめ防止条例検
討委員会

環境政策課緑と公園係
（☎０４２−３８７−９８６０）

推進施策について
市役所第二庁舎８階８０１会議
室

９月１５日（火）
９：００〜

緑の基本計画策定
委員会

公民館本館
（☎０４２−３８３−１１８４）

公民館事業について
ほか

市役所第二庁舎８階８０１会議
室

９月１７日（木）
１０：００〜

公民館運営審議会

自立生活支援課障害福祉係
（☎０４２−３８７−９８４８）

専門部会の開催につ
いて

市民会館・萌え木ホール（商
工会館３階）A会議室など

９月２３日（水）
１７：００〜

地域自立支援協議
会

※新型コロナウイルスの感染拡大防止のため、傍聴人数を制限する場合がありますので、事前にお問い合わせください

◆◆各種審議会等の開催日程◆◆

　

環
境
基
本
計
画
お
よ
び
み
ど
り

の
基
本
計
画
策
定
に
生
か
し
て
い

く
た
め
、
今
後
の
環
境
保
全
に
つ

い
て
、
小
学
生
親
子
の
方
々
と
考

え
る
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
開
催
し

ま
す
。

 

９
月　

日
（
日
）
午
後
２
時
～

２７

４
時

 

市
民
会
館
・
萌
え
木
ホ
ー
ル

（
商
工
会
館
３
階
）

 

小
学
校
３
～
６
年
生
と
保
護
者

 
　

組
（
申
込
順
）

１５

 

９
月
１
日
～　

日
ま
で
に
、
電

２３

話
、
フ
ァ
ク
ス
ま
た
は
Ｅ
メ
ー
ル

で
環
境
政
策
課
緑
と
公
園
係
（
☎

　

儿　

儿
９
８
６
０ 
　

儿　

儿

０４２

３８７

０４２

３８３

６
５
７
７

s0
4
0
1
9
9
@
ko
ga

時所対定申
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糸

n
ei-sh
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）
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小
金
井
市
民
交
流
セ
ン
タ
ー
の

事
業
運
営
の
適
正
化
を
目
的
と
し

て
、
事
業
運
営
の
内
容
・
成
果
・

経
営
等
に
つ
い
て
協
議
し
ま
す
。

 

４
人
（
選
考
）

 

市
内
在
住
で
、
令
和
２
年
９
月

１
日
現
在　

歳
以
上
の
方

１８

■
任
期
委
嘱
日
～
２
年
間
（
年
２

回
程
度
開
催
）

■
報
酬
１
万
円
（
１
回
）

 

▽
市
が
設
置
す
る
附
属
機
関
等

の
委
員
は
、
原
則
２
つ
ま
で
▽
小

論
文
は
返
却
し
ま
す
▽
選
考
基

準
・
方
法
等
詳
細
は
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い

 

９
月　

日
（
消
印
有
効
）
ま
で

３０

に
、
直
接
ま
た
は
郵
送
で
小
論
文

（　

字
以
内
・
課
題
＝
「
公
立
文

８００
化
施
設
の
役
割
に
つ
い
て
」
）・

住
所
・
氏
名
・
年
齢
・
性
別
・
電

話
番
号
を
明
記
し
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
文
化
課
文
化
推
進
係
（
〒　

儿
１８４

８
５
０
４
住
所
不
要
・
市
役
所
第

二
庁
舎
４
階
☎　

儿　

儿
９
９
２

０４２

３８７

３
）
へ

小
金
井
市
民
交
流
セ
ン
タ
ー

運
営
協
議
会
委
員
募
集

定対他申

 　

公
募
委
員
選
考
基
準
等
に
よ

り
、
次
の
公
募
市
民
の
方
々
を
委

員
に
選
任
し
ま
し
た
。

▽
深
澤
良
彦
さ
ん
、
斎
藤
徹
子
さ

ん
、
多
田
典
子
さ
ん

 

下
水
道
課
業
務
設
備
係
（
☎　
０４２

儿　

儿
９
８
２
８
）

３８７

 　

図
書
館
各
館
に
お
い
て
、
今
後

の
図
書
館
サ
ー
ビ
ス
の
参
考
と
さ

せ
て
い
た
だ
く
た
め
、
利
用
者
ア

ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
ま
す
。

　

利
用
者
の
皆
さ
ん
の
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

■
実
施
期
間
９
月　

日
～　

月
中

１２

１１

旬■
設
置
場
所
図
書
館
各
館

 

図
書
館
本
館
（
☎　

儿　

儿
１

０４２

３８３

１
３
８
）

 　

市
で
は
、
６
月
１
日
～
７
月　
１０

公
共
下
水
道
事
業
審
議
会

委
員
選
任
結
果

問図
書
館
利
用
者
ア
ン
ケ
ー
ト
を

実
施

問い
じ
め
防
止
対
策
推
進
条
例

（
案
）
に
対
す
る
パ
ブ
リ
ッ

ク
コ
メ
ン
ト
の
検
討
結
果

日
に
、
同
条
例
（
案
）
に
対
し
て
、

意
見
を
募
集
し
ま
し
た
。

　

こ
の
た
び
、
寄
せ
ら
れ
た
意
見

の
検
討
結
果
お
よ
び
そ
の
理
由
が

ま
と
ま
り
ま
し
た
の
で
、
お
知
ら

せ
し
ま
す
。

■
意
見
数
・
人
数　

件
・　

人

１０

１０

■
公
開
場
所
等
指
導
室
（
市
役
所

第
二
庁
舎
７
階
）
、
市
役
所
第
二

庁
舎
１
階
受
付
、
情
報
公
開
コ
ー

ナ
ー
（
同
６
階
）
、
主
な
市
内
公

共
施
設
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

 

指
導
室
指
導
係
（
☎　

儿　

儿

０４２

３８７

９
８
７
７
）

問

 　

一
人
で
悩
ま
ず
、
気
軽
に
ご
相

談
く
だ
さ
い
。
事
前
予
約
は
不
要

で
す
。

 

９
月
７
日
（
月
）、
８
日
（
火
）

午
前
９
時　

分
～
午
後
４
時
（
正

３０

午
～
午
後
１
時
を
除
く
）

 

市
内
在
住
・
在
勤
・
在
学
の
方

■
相
談
窓
口
消
費
生
活
相
談
室

（
市
役
所
第
二
庁
舎
４
階
☎ 

＝

　

儿　

儿
４
９
９
９
）

０４２

３８４

 

経
済
課
消
費
生
活
係
（
☎　

儿
０４２

　

儿
９
８
３
１
）

３８７ 多
重
債
務　

番
１１０

時対

FAX

問

　

５
年
に
１
度
行
わ
れ
る
国
勢

調
査
が
、
令
和
２
年　

月
１
日

１０

を
基
準
日
に
実
施
さ
れ
ま
す
。

国
勢
調
査
は
、
国
お
よ
び
地
方

公
共
団
体
に
お
け
る
各
種
行
政

施
策
そ
の
他
の
基
礎
資
料
を
得

る
こ
と
を
目
的
と
し
た
最
も
重

要
な
統
計
調
査
で
す
。

■
調
査
対
象
と
な
る
人
国
籍
・

住
民
票
の
所
在
に
関
わ
ら
ず
、

基
準
日
時
点
で
市
内
に
住
ん
で

い
る
す
べ
て
の
方

■
調
査
内
容
▽
世
帯
員
に
つ
い

て
＝
男
女
の
別
、
出
生
の
年

月
、
配
偶
の
関
係
、
就
業
状
態
、

従
業
地
ま
た
は
通
学
地
な
ど　
１５

項
目

▽
世
帯
に
つ
い
て
＝
世
帯
員
の

数
、
住
居
の
種
類
、
住
宅
の
建

て
方
な
ど
４
項
目

■
回
答
方
法　

月
７
日
（
水
）

１０

ま
で
に
、
投
函
さ
れ
た
書
類
を

参
照
の
う
え
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
ま
た
は
郵
送
で
回
答
し
て
く

だ
さ
い

※
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
拡
大
防
止
の
た
め
、
調
査
員

に
よ
る
回
収
は
行
い
ま
せ
ん

【
個
人
情
報
保
護
に
つ
い
て
】

　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
回
答
に
当

た
っ
て
は
、
暗
号
化
通
信
を
は

じ
め
と
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
安
全

対
策
を
講
じ
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
い
た
だ
い
た
回
答

は
、
統
計
の
作
成
・
分
析
の
目

的
に
の
み
使
用
し
、
他
の
行
政

目
的
に
用
い
ら
れ
る
こ
と
は
あ

り
ま
せ
ん

【
統
計
調
査
を
装
っ
た
か
た
り

調
査
に
ご
注
意
を
】

　

か
た
り
調
査
と
は
、
国
勢
調

査
等
、
行
政
機
関
が
行
う
統
計

調
査
で
あ
る
か
の
よ
う
な
説
明

を
し
て
、
個
人
情
報
等
を
詐
取

す
る
行
為
の
こ
と
で
す
。
か
た

り
調
査
は
、
詐
欺
や
そ
の
他
の

犯
罪
に
も
つ
な
が
り
か
ね
ま
せ

ん
。
次
の
よ
う
な
点
に
ご
留
意

の
う
え
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

▽
統
計
調
査
員
は
、
常
に
調
査

員
証
を
携
帯
し
て
い
ま
す

▽
国
勢
調
査
に
は
預
金
、
収
入

等
に
関
す
る
調
査
事
項
は
あ
り

ま
せ
ん
。
こ
の
よ
う
な
質
問
に

は
絶
対
に
答
え
な
い
で
く
だ
さ

い▽
電
話
や
電
子
メ
ー
ル
で
国
勢

調
査
の
回
答
を
依
頼
す
る
こ
と

は
あ
り
ま
せ
ん

 

們
們
◇
共　

通
◇
們
們

 

総
務
課
国
勢
調
査
担
当
（
☎

　

儿　

儿
１
１
１
１
内
線
２
４

０４２

３８３

１
６
）

問

in
fo
rm
a
tio
n

お
知
ら
せ

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

　
　
　

参
加
者
募
集

小
金
井
の
環
境
を

み
ん
な
で
考
え
る

【市議会に関するアンケート】
　市議会の活動が市民にどのように伝わり、市民
生活に生かされているかを把握するため、９月上
旬に郵送でアンケートを実施します。
　アンケートの結果は、今後の議会運営に生かし
ていくため、議会運営委員会での資料として参考
にさせていただきます。
 令和２年８月１日現在１８歳以上で住民基本台帳
から無作為に抽出した方２,０００人
 議会事務局（☎０４２栗３８７栗９９４７）
【住宅施策に関するアンケート】
　市の住宅施策の方向性を示す住宅マスタープラ
ン策定の一環として、９月上旬に郵送でアンケー
トを実施します。
 令和２年８月２７日現在１８歳以上で、住民基本台
帳から無作為に抽出した２,０００人
 まちづくり推進課住宅係（☎０４２栗３８７栗９８６１）

害害◇共　通◇害害
■回答方法アンケート用紙に回答を明記し、同封
の返信用封筒で返送してください

対

問

対

問

無作為抽出方式無作為抽出方式でで
アンケートを実アンケートを実施施

令
和
２
年

　

国
勢
調
査
に

　

ご
協
力
を



3 2・9・1 各種申し込みは、開庁時間または各施設開館時間内にお願いします。

凡　例  日時　 場所　 内容　 講師　 対象　 定員　 費用　 持ち物　 申し込み　 問い合わせ　 その他　 ホームページ　 Ｅメール時 所 内 講 対 定 ￥ 持 申 問 他 HP 糸

U
U

U
U
U
U
U
U
U
U
U
U
U
U
U
U
U
U
U

■
開
設
時
間
午
前
９
時
～
午
後
１

時■
開
設
窓
口
市
民
課
、
保
険
年
金

課
国
民
健
康
保
険
係
、
子
育
て
支

援
課
手
当
助
成
係
（
６
日
の

み
）
、
納
税
課
（
６
日
の
み
）

※
一
部
取
り
扱
い
で
き
な
い
業
務

（
後
期
高
齢
者
医
療
事
務
・
国
民

年
金
事
務
・
市
税
証
明
書
交
付
事

務
ほ
か
）
も
あ
り
ま
す
。
個
人
番

号
カ
ー
ド
に
係
る
業
務
は　

日
の

１９

み
取
り
扱
い
で
き
ま
せ
ん

 

企
画
政
策
課
企
画
政
策
係
（
☎

　

儿　

儿
９
８
２
６
）
、
土
曜
・

０４２

３８７

日
曜
・
祝
日
は
市
役
所
代
表
（
☎

　

儿　

儿
１
１
１
１
）

０４２

３８３

問

定
調
査
機
関
等
、
助
成
条
件
に
つ

い
て
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

　

な
お
、
同
一
の
住
宅
に
対
し
各

助
成
は
１
回
の
み
に
な
り
ま
す
。

【
耐
震
診
断
費
用
の
助
成
】

　

市
内
の
一
定
の
要
件
を
満
た
す

木
造
住
宅
の
耐
震
診
断
に
要
し
た

費
用
の
一
部
を
助
成
し
ま
す
。

 

昭
和　

年
５
月　

日
以
前
に
着

５６

３１

工
し
た
市
内
に
存
す
る
地
階
を
除

く
階
数
が
２
階
建
て
以
下
の
木
造

一
戸
建
・
木
造
店
舗
併
用
住
宅

（
延
床
面
積
の
過
半
が
居
住
用
）

を
所
有
す
る
個
人

■
助
成
金
額　

万
円
を
上
限
に
、

１０

耐
震
診
断
費
用
の
３
分
の
２
以
内

（
千
円
未
満
は
切
り
捨
て
）

【
耐
震
改
修
費
用
の
助
成
】

　

市
内
に
あ
る
木
造
住
宅
の
所
有

者
が
耐
震
診
断
を
行
い
、
診
断
に

基
づ
き
耐
震
改
修
を
行
う
場
合

に
、
改
修
に
要
し
た
費
用
の
一
部

を
助
成
し
ま
す
。

 

耐
震
診
断
を
行
っ
た
結
果
、
現

行
の
耐
震
基
準
に
適
合
し
な
い
住

宅
で
、
市
の
定
め
る
基
準
に
適
合

し
た
耐
震
改
修
を
行
っ
た
住
宅

■
助
成
金
額　

万
円
を
上
限
に
、

６０

耐
震
改
修
費
用
の
２
分
の
１
以
内

（
千
円
未
満
は
切
り
捨
て
）

們
們
◇
共　

通
◇
們
們

 

ま
ち
づ
く
り
推
進
課
住
宅
係

（
☎　

儿　

儿
９
８
６
１
）

０４２

３８７

 　

民
間
集
会
施
設
等
の
令
和
３
年

度
の
改
修
工
事
や
管
理
運
営
費
用

の
一
部
を
助
成
し
ま
す
。

 

町
会
、
自
治
会
な
ど
が
所
有
す

る
集
会
施
設
ま
た
は
都
営
ア
パ
ー

ト
な
ど
に
設
置
さ
れ
自
治
会
な
ど

が
管
理
運
営
す
る
集
会
施
設
で
、

一
般
に
開
放
さ
れ
て
い
る
も
の

対対問民
間
集
会
施
設
等
へ

助
成
金
を
支
給

対

　

男
女
が
共
に
い
き
い
き
と
暮
ら

せ
る
社
会
を
め
ざ
し
て
年
２
回
発

行
し
て
い
る
、
男
女
共
同
参
画
情

報
誌
「
か
た
ら
い
」
の
企
画
・
取

材
・
原
稿
執
筆
等
を
行
う
市
民
編

集
委
員
を
募
集
し
ま
す
。

 

４
人
（
選
考
）

 

市
内
在
住
・
在
勤
・
在
学
で
令

和
２
年　

月
１
日
現
在　

歳
以
上

１０

１８

の
方

■
任
期　

月
～
令
和
４
年
９
月

１０

 

▽
謝
礼
お
よ
び
保
育
あ
り
（
１

歳
以
上
の
未
就
学
児
）
▽
作
文
は

返
却
し
ま
す
▽
選
考
基
準
・
方

法
、
開
催
回
数
等
詳
細
は
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い

 

９
月
１
日
～　

日
（
必
着
）に
、

１５

直
接
、
郵
送
ま
た
は
フ
ァ
ク
ス
で

作
文
（　

字
以
内
・
課
題
＝
「
私

８００

の
応
募
動
機
」
）・
住
所
・
氏

名
・
年
齢
・
性
別
・
電
話
番
号
を

明
記
し
、
企
画
政
策
課
男
女
共
同

参
画
室
（
〒　

儿
８
５
０
４
住
所

１８４

不
要
・
市
役
所
本
庁
舎
２
階
☎　
０４２

儿　

儿
９
８
５
３ 
　

儿　

儿
１

３８７

０４２

３８７

２
２
４
）
へ 

定対他申

FAX

 　

市
で
は
、
男
女
が
共
に
い
き
い

き
と
暮
ら
せ
る
社
会
を
め
ざ
し

て
、
毎
年
、
市
民
実
行
委
員
の
企

画
・
運
営
に
よ
り
「
こ
が
ね
い
パ

レ
ッ
ト
」
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

　

今
年
は
、
教
育
分
野
で
活
躍
し

て
い
る
井
本
陽
久
さ
ん
を
迎
え
、

「
ダ
メ
で
い
い
、
ダ
メ
が
い
い
。

あ
り
の
ま
ま
を
認
め
れ
ば
子
ど
も

た
ち
は
最
高
に
輝
く
」
を
テ
ー
マ

に　

月
８
日
に
開
催
予
定
で
す
。

１１

　

市
内
で
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
を
し

て
い
る
団
体
・
グ
ル
ー
プ
の
活
動

内
容
を
記
載
し
た
資
料
を
、
会
場

に
て
参
加
者
に
配
布
し
ま
す
の

で
、
希
望
す
る
団
体
・
グ
ル
ー
プ

は
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

 

９
月　

日
ま
で
に
、
電
話
で
企

２３

画
政
策
課
男
女
共
同
参
画
室
（
☎

　

儿　

儿
９
８
５
３
）
へ

０４２

３８７

 　

大
地
震
に
備
え
て
自
分
の
住
宅

の
耐
震
診
断
を
行
い
、
必
要
に
応

じ
て
耐
震
補
強
を
す
る
こ
と
が
重

要
で
す
。
事
前
書
類
の
提
出
や
指

第　

回
こ
が
ね
い
パ
レ
ッ
ト

３４
に
賛
同
す
る
団
体
を
募
集

申木
造
住
宅
耐
震
診
断
・

改
修
費
用
助
成
制
度

あ
る
▽
家
賃
が
収
入
月
額
（
年
間

所
得
か
ら
控
除
を
差
し
引
い
た
額

割
る　

）
の
４
割
を
超
え
、
支
払

１２

い
に
困
窮
し
て
い
る

❸
緊
急
連
絡
先
が
あ
る
こ
と

❹
暴
力
団
員
に
よ
る
不
当
な
行
為

の
防
止
等
に
関
す
る
法
律
に
規
定

す
る
暴
力
団
員
で
な
い
こ
と

 

▽
抽
選
方
法
が
昨
年
度
と
違
い

ま
す
▽
す
で
に
入
居
申
込
書
を
提

他

出
し
て
い
る
方
も
、
手
続
き
が
必

要
で
す
。
別
途
送
付
す
る
通
知
を

ご
確
認
く
だ
さ
い
▽
持
ち
家
の
方

は
、
申
し
込
み
で
き
ま
せ
ん

 

９
月　

日
ま
で
に
、
指
定
の
申

１０

込
用
紙
（
ま
ち
づ
く
り
推
進
課
で

配
布
）
に
必
要
事
項
を
明
記
し
、

直
接
、
ま
ち
づ
く
り
推
進
課
住
宅

係
（
市
役
所
第
二
庁
舎
５
階
☎　
０４２

儿　

儿
９
８
６
１
）
へ

３８７
申

※
都
営
ア
パ
ー
ト
な
ど
に
設
置
さ

れ
て
い
る
集
会
施
設
は
管
理
運
営

費
用
の
み
助
成

 

９
月　

日
ま
で
に
、
所
定
の
申

１５

請
書
に
必
要
事
項
を
明
記
し
、
直

接
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
文
化
課
集
会

施
設
係
（
東
小
金
井
駅
開
設
記
念

会
館
内
☎
０
４
２
２
儿　

儿
０
６

３０

６
０
）
へ

 
■
募
集
戸
数
３
戸

■
住
宅
名
グ
リ
ー
ン
タ
ウ
ン
小
金

井
（
緑
町
４
儿　

儿　

）
①
１
Ｄ

１２

１６

Ｋ
（　

・　

平
方
㍍
。
１
階
、
５

３８

４５

階
。
単
身
世
帯
向
け
）
②
２
Ｄ
Ｋ

（　

・　

平
方
㍍
。
２
階
。
２
人

５１

２８

世
帯
向
け
）

■
家
賃
①
２
万　

円
～
４
万　

円

６００

４００

②
２
万
７
千　

円
～
５
万
３
千　

４００

９００

申高
齢
者
住
宅
入
居
者
募
集

円
（
い
ず
れ
も
別
途
共
益
費
６
千

　

円
）

４００■
入
居
予
定
日　

月
下
旬

１１

■
申
込
資
格
次
の
す
べ
て
の
要
件

に
該
当
す
る
方

❶　

歳
以
上
の
ひ
と
り
暮
ら
し
ま

６５
た
は　

歳
以
上
の
方
を
含
む　

歳

６５

６０

以
上
の
み
の
２
人
世
帯
で
、
市
内

に
引
き
続
き
３
年
以
上
居
住
し
て

い
る
方（
所
得
制
限
が
あ
り
ま
す
）

❷
自
立
し
て
い
る
方
で
次
の
い
ず

れ
か
の
理
由
に
よ
り
、
代
替
え
の

住
宅
を
確
保
す
る
こ
と
が
困
難
な

方
▽
１
年
以
内
に
立
ち
退
く
よ
う

に
求
め
ら
れ
て
い
る
▽
住
宅
の
老

朽
化
や
、
浴
室
が
な
い
な
ど
に
よ

り
、
安
全
や
衛
生
上
の
問
題
が
あ

る
▽
身
体
に
障
が
い
の
あ
る
方

（
身
体
障
害
者
手
帳
１
～
４
級
）

で
、
現
住
居
で
の
生
活
が
困
難
で

　協働事業提案制度で応募のあっ
た事業の中から、公開プレゼンテ
ーション審査を経て、次のとおり
採択事業が決定しました。
■事業名男性のための介護者サポ
ーター養成のための「男性のため
の介護者手帳」製作
■団体名NPO法人UPTREE
■補助金５００,０００円
 コミュニティ文化課文化推進係
（☎０４２−３８７−９９２３）
問

提案型協働事業
が決定

令和２年度実施

　この運動は、「こ＝こころをこめて、き
ん＝近所のひとたちと、ちゃん＝ちゃん
とあいさつしよう！」を合言葉に、あい
さつを通して、お互いが顔見知りになる
ことで地域のつながりを深め、子どもた
ちや地域の安全確保をめざす運動です。
商店会や市内の団体に協力を依頼し、運
動を推進します。
　ぜひ、小金井をさわやかなあいさつ飛
び交う安全で安心なまちにするため、ご
協力をお願いします。
 地域安全課地域安全係（☎０４２−３８７−
９８０６）
問

こきんちゃんあいさつ運動
秋季推進月間

こきんちゃんあいさつ運こきんちゃんあいさつ運動動
秋季推進月秋季推進月間間

募集人数月額報酬業務名

４人２０２,５１５円保育士（育児休業代替）
任
期
付

１人１５８,２４０円給食調理（育児休業代替）

１人１６５,３００円一般事務（福祉サービス苦情調
整業務）

会
計
年
度
任
用

１人２２７,８００円精神保健福祉士業務

１人２４４,０００円保健師業務（妊婦等相談事業）

２人１５８,７００円保育園給食調理業務

１人　９４,４００円保育園看護業務

■
年
齢
等
要
件
年
齢
・
国
籍
は

問
い
ま
せ
ん

■
採
用
予
定
日　

月
１
日（
木
）

１０

 

▽
資
格
要
件
等
詳
細
は
、
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ

い
▽
要
項
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま

す 他

■
要
項
配
布 

９
月
８
日（
火
）

ま
で
に
職
員
課
へ
。
郵
送
の
場

合
も
８
日
必
着

 

職
員
課
人
事
研
修
係
（
〒　
１８４

儿
８
５
０
４
住
所
不
要
・
市
役

所
本
庁
舎
１
階
☎　

儿　

儿
９

０４２

３８７

８
０
８
）

申

問

令
和
２
年
度

会
計
年
度
任
用
職
員
・

　
　
　

任
期
付
職
員
募
集

○
○
　
○

○

○は休日窓口開設日9月
土金木水火月日
54321

1211109876

19181716151413

26252423222120

30292827

ご
利
用
く
だ
さ
い

９
月
の
休
日
窓
口

か
た
ら
い
編

か
た
ら
い
編
集集

委
員
募

　
　
　

委
員
募
集集



42・9・1市役所の開庁時間は、原則平日午前８時 30 分〜午後５時です。（正午〜午後１時除く） 市役所代表 ☎ 0 4 2 − 3 8 3 − 1 1 1 1

掲載内容の詳細は、お問い合わせいただくか、市ホームページをご覧ください。費用の記載のないものは、原則、無料です。

事業規模（総額）

約７億円
 財政課財政係（☎０４２−３８７−９８０２）※補正事項の内容等については、各担当課までお問い合わせください問

−小金井市緊急対応方針の取り組−小金井市緊急対応方針の取り組みみ

令和２年第２回小金井市議会臨時会補正予算におけ令和２年第２回小金井市議会臨時会補正予算におけるる
新型コロナウイルス感染症対策につい新型コロナウイルス感染症対策についてて

 

公共交通における利便性の向上等＝４,１９６千円　

　利用者の利便性向上および利用者の回復に向けた利用促進の一助とする
ため、ＣｏＣｏバスへの公共交通系ＩＣカード導入経費
を補助
 交通対策課交通対策係（☎０４２−３８７−９８５０）

市民サービスの基盤を守る　５４,６４８千円

問

市施設における感染防止対策＝５０,４５２千円

　新型コロナウイルス感染拡大防止対策のためのアルコール消毒液、マス
ク、仕切り等の購入
 コミュニティ文化課集会施設係（☎０４２２−３０−０６６０）、健康課健康係
（☎０４２−３２１−１２４０）、子ども家庭支援センター（☎０４２−３２１−３１６１）、
児童青少年課児童青少年係（☎０４２−３８７−９８４７）、学務課保健給食係（☎
０４２−３８７−９８７４）、公民館本館（☎０４２−３８３−１１８４）、議会事務局（☎０４２
−３８７−９９４７）

問

%
%

%
%
%
%
%
%
%
%
%
%
%
%

 

市内事業者への支援＝１８６,０７９千円

　売上が減少している市内の中小企業者等（ＮＰＯ法人等を含む法人および個人事業
主）のうち、市が実施している事業継続支援給付金の支給対象とならない中小企業者等
に対し、こがねい事業者応援金２０万円を支給
 経済課産業振興係（☎０４２−３８７−９８３１）

小金井市商工会実施事業の補助＝８８,６７８千円　

　事業活動に影響を受けている市内事業者を支援するため、商工会が新たに実施する事
業（小金井市プレミアム付商品券発行事業、元気出せ！小金井応援前売りチケット事業
および小金井弁当でディスタンス事業）に対し、補助金を交付
 経済課産業振興係（☎０４２−３８７−９８３１）

小金井市観光まちおこし協会実施事業の補助＝１２,９９１千円

　「新しい生活様式」を踏まえた地域経済の活性化策として、観光まちおこし協会が新た
に実施する事業（オープンスペース活用事業およびご近所活用ガイド製作・活用事業）
に対し、補助金を交付
 経済課産業振興係（☎０４２−３８７−９８３１）

芸術・文化に関する支援＝５,０２６千円

　新型コロナウイルス感染拡大の影響により、活動の機会を失っている市内のアーティ
スト等による文化芸術活動を支援
 コミュニティ文化課文化推進係（☎０４２−３８７−９９２３）

民間保育施設等への運営支援＝３５,７８７千円

　民間保育施設等に対し、臨時休園等に伴う利用者負担額の軽減分を補助
 保育課保育係（☎０４２−３８７−９８４６）

保育従事者等への支援＝１０,０００千円

　市内の保育事業所等に就労する職員に対し、慰労品（市内事業所で使用できる商品
券）５千円分を支給
 保育課保育係（☎０４２−３８７−９８４６）

地域を守る　３３８,５６１千円

問

問

問

問

問

問

 

新生児特別定額給付金の給付＝１００,７９７千円

　国の特別定額給付金の給付対象とならない令和２年４月２８日から令和３年４月１日ま
でに生まれた子どもを育てる費用を支援するため、給付対象児一人につき１０万円を給付
 地域福祉課地域福祉係（☎０４２−３８７−９９１５）

くらしを守る　１００,７９７千円

問

 

医療従事者への支援＝２２,４５２千円

　市内医療機関の医療従事者および職員等に対し、感染
予防にも活用できる慰労金５千円～１０万円を支給
 健康課健康係（☎０４２−３２１−１２４０）

災害時の避難所における感染症対策＝１７,９５４千円　

　新型コロナウイルス感染防止対策のため必要となるマ
スク、非接触式体温計、間仕切り、蓄電池等を備蓄
 地域安全課防災消防係（☎０４２−３８７−９８０７）

市立小中学校等における環境整備＝３３,３２５千円　

　集会施設、保育園、児童館、保健センター、小中学校、
図書館、公民館等において十分な換気を継続的に行うた
め、網戸を整備
 コミュニティ文化課文化推進係（☎０４２−３８７−
９９２３）・集会施設係（☎０４２２−３０−０６６０）、自立生活支援
課障害福祉係（☎０４２−３８７−９８４２）、介護福祉課高齢福
祉係（☎０４２−３８７−９８４３）、健康課健康係（☎０４２−３２１
−１２４０）、保育課保育係（☎０４２−３８７−９８４６）、児童青少
年課児童青少年係（☎０４２−３８７−９８４７）、庶務課施設係
（☎０４２−３８７−９８７１）、生涯学習課スポーツ振興係（☎
０４２−３８６−２４６２）、図書館本館（☎０４２−３８３−１１３８）、
公民館本館（☎０４２−３８３−１１８４）

民間保育施設等への支援＝１３９,８２５千円

渇空調換気設備の整備支援＝３５,０００千円
　私立幼稚園等に対し、空調換気設備の整備経費を補助
 保育課保育係（☎０４２−３８７−９８４６）
渇感染防止対策物資の調達支援＝１０４,８２５千円
　民間保育施設等に対し、新型コロナウイルス感染防止
対策のための消耗品の購入経費等を補助
 保育課保育係（☎０４２−３８７−９８４６）

図書館サービスの充実＝９,９６１千円　

　図書館利用者サービス
のさらなる拡充を図るた
め、電子書籍を導入
 図書館本館（☎０４２−
３８３−１１３８）

いのちを守る　２２３,５１７千円

問

問

問

問

問

問
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建築関係専門技術者に
よる応急対策活動に関
する協定を締結

小金井市消防団が
消防総監賞を受賞

%
%

%
%
%
%
%
%
%
%
%
%
%
%
%
%
%
%
%
%
%
%
%
%
%

　地震等により大規模な災害が発生した
場合に、被災した建築物等に対する緊
急・応急対策を円滑に進めるために、７
月１日に、東京建築士会多摩ブロック南
部支部と建築関係専門技術者による応急
対策活動に関する協定を締結しました。

　７月２０日に小金井市消防団が消防総監賞
を受賞しました。４月２５日に緑町で発生し
た火災において、市消防団の延焼防止活動
等が功績として認められました。

ひ
ろ
ひ
ろ
ばば

福
祉
福
祉
のの

　市では、小金井由来で歴史的価値のある貴
重な文書や写真・陶磁器等を集めています。
心当たりのある方は廃棄する前に、ご相談く
ださい。
 生涯学習課文化財係（☎０４２−３８７−９８７９）問

貴重な歴史資料の収集

【実際に市民の方から提供いただいた資料の例】

古
地
図

小
金
井
桜
関
係

　

高
齢
者
の
悪
質
商
法
被
害
が
後

を
絶
ち
ま
せ
ん
。
手
口
は
年
々
巧

妙
に
な
り
、
時
に
は
複
数
人
で
役

柄
を
演
じ
分
け
て
勧
誘
し
、
お
金

を
だ
ま
し
取
ろ
う
と
し
ま
す
。

　

少
し
で
も
お
か
し
い
と
思
っ
た

ら
消
費
生
活
相
談
室
に
ご
相
談
く

だ
さ
い
。

　

周
囲
の
皆
さ

ん
に
よ
る
見
守

り
も
大
切
で

す
。
高
齢
者
の

消
費
者
被
害
の

未
然
防
止
・
早

期
発
見
に
ご
協

力
く
だ
さ
い
。

【
高
齢
者
被
害
特
別
相
談
】

 

９
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日
（
月
）～　

日
（
水
）

１４

１６

午
前
９
時　

分
～
午
後
４
時
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正

３０

午
～
午
後
１
時
を
除
く
）

 

市
内
在
住
・
在
勤
・
在
学
の　
６０

歳
以
上
の
方

 

直
接
、
消
費
生
活
相
談
室
（
市

役
所
第
二
庁
舎
４
階
☎ 

＝　
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０４２

　

儿
４
９
９
９
）
へ
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経
済
課
消
費
生
活
係
（
☎　

儿
０４２

　

儿
９
８
３
１
）

３８７ 時対申

FAX

問

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
（
☎　
０４２

儿　

儿
２
４
４
０
）
、
②
は
小
金
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井
み
な
み
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ

ー
（
☎　

儿　

儿
８
４
０
０
）
へ

０４２

３８８

 　

認
知
症
の
方
を
介
護
し
て
い
る

家
族
同
士
で
悩
み
や
不
安
を
語
り

合
い
、
専
門
の
先
生
の
講
座
を
交

え
な
が
ら
勉
強
し
ま
せ
ん
か
。

 
　

月
３
日
（
土
）
午
後
１
時
～

１０
３
時 

上
之
原
会
館 

五
島
シ
ズ

さ
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知
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究
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修
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セ
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タ
ー
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上
級
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究

員
） 

認
知
症
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方
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方 
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組
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午 

①
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町
高
齢
者
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宅
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１
儿
９
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み
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援
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以
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の
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、
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支

６５

援
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受
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方
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地
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梶
野
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町
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②
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町
６
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目
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前
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町
、
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井
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町 
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日
５
人
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９
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、
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で
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は
小
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井
き
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護
予
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相
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時

所

対
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【
特
定
保
健
指
導
を
開
始
】

　
　

月
か
ら
、
国
民
健
康
保
険
加

１０
入
者
で
特
定
健
診
の
結
果
、
メ
タ

ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
（
内
臓

脂
肪
症
候
群
）
ま
た
は
そ
の
予
備

群
に
該
当
す
る
方
を
対
象
に
、
生

活
習
慣
の
改
善
に
よ
っ
て
糖
尿
病

等
の
リ
ス
ク
の
軽
減
を
図
る
た
め

の
特
定
保
健
指
導
を
開
始
し
ま
す
。

　

対
象
者
に
は
指
導
案
内
等
の
必

要
書
類
を
送
付
し
ま
す
の
で
、
申

込
書
に
必
要
事
項
を
記
入
し
た
う

え
で
、
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

 

▽
こ
の
事
業
は
委
託
事
業
で
実

施
す
る
た
め
、
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援
の
内
容
に
よ

っ
て
は
、
委
託
会
社
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限
会

社
ハ
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フ
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連
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除
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度
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、
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す
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時
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医
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の
窓

口
で
支
払
う
一
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な
お
、
制
度
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最
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３

か
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で
で
、
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し
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。
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　この運動は、交通安全の普及・浸透を図り、
交通ルールの遵守と正しい交通マナーの実践を
習慣付けることを目的に毎年実施しています。
　この運動を契機に、交通事故防止に努めまし
ょう。
【重点項目】
渇子どもをはじめとする歩行者の安全と自転車
の安全利用の確保
渇高齢運転者等の安全運転の励行
渇夕暮れ時と夜間の交通事故防止と飲酒運転等
の危険運転の防止
渇二輪車の交通事故防止

【自転車の安全利用五則】
渇自転車は車道が原則、歩道は例外
渇車道は左側を通行
渇歩道は歩行者優先で、車道寄りを徐行
渇安全ルールを守る（飲酒運転・二人乗り・並
進の禁止、夜間はライトを点灯、交差点での信
号遵守と一時停止・安全確認）
渇子どもはヘルメットを着用
【９月３０日は交通事故死ゼロをめざす日】
　記録の残る昭和４３年以降、毎日、国内で交通
事故による犠牲者が発生しています。この運動
を契機に、今一度、一人ひとりが交通ルールと
マナーを守り、交通事故防止に努めましょう。

害害◇共　通◇害害
 市交通対策課交通対策係（☎０４２−３８７−
９８５０）、小金井警察署（☎０４２−３８１−０１１０）
問

世界一の交通都世界一の交通都市市
ＴＯＫＹＯを目指し　ＴＯＫＹＯを目指してて

９月２１日（祝）〜３０日（水）

秋の全国交通安全運動

「
高
齢
者
の
悪
質
商
法
被
害

防
止
‼
合
言
葉
は
誰
も
が
み

ん
な
高
齢
者
見
守
隊
‼
」

９
月
９
月
はは

高
齢
者
悪
質
商
法
被
害
防

高
齢
者
悪
質
商
法
被
害
防
止止

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
月

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
月
間間



62・9・1市役所の開庁時間は、原則平日午前８時 30 分〜午後５時です。（正午〜午後１時除く） 市役所代表 ☎ 0 4 2 − 3 8 3 − 1 1 1 1

掲載内容の詳細は、お問い合わせいただくか、市ホームページをご覧ください。費用の記載のないものは、原則、無料です。

　市では、高齢者や家族の方のさまざまなご相談に応じるほか、
介護予防や地域の見守り事業を行っています。各事業は、原則と
して６５歳以上の方を対象としています。
　詳しくは、介護福祉課（市役所第二庁舎２階）ほかで配布して
いる「高齢者福祉のしおり」、「あなたと歩む介護保険」をご確
認ください。各問合先の電話番号は、７面をご覧ください。

 　

交
流
会
や
講
習
会
等
を
通
し

て
、介
護
に
よ
る
身
体
的
・
精
神

的
負
担
の
軽
減
を
図
り
ま
す
。

 

認
知
症
高
齢
者
を
介
護
す
る

家
族
の
方
等

 

本
町
高
齢
者
在
宅
サ
ー
ビ
ス

セ
ン
タ
ー
、
緑
寿
園
ケ
ア
セ
ン

タ
ー
、
小
金
井
ひ
が
し
地
域
包

家
族
介
護
継
続
支
援

対問

括
支
援
セ
ン
タ
ー
※
費
用
等
、

詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い

 　

適
切
な
介
護
知
識
・
技
術
を

習
得
す
る
た
め
の
教
室
で
す
。

 

介
護
に
関
心
の
あ
る
方
等

 

桜
町
高
齢
者
在
宅
サ
ー
ビ
ス

セ
ン
タ
ー
、
本
町
高
齢
者
在
宅

サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
、
中
町
高

齢
者
在
宅
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ

ー
、
小
金
井
あ
ん
ず
苑

家
族
介
護
教
室

対問

 　

支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
話
し

相
手
、
声
か
け
等
の
援
助
を
行

い
ま
す
。

 

軽
度
の
認
知
症
状
が
見
ら
れ

る
お
お
む
ね　

歳
以
上
の
方
、

６５

物
忘
れ
が
あ
り
不
安
の
あ
る

方
、
そ
の
他
援
助
に
つ
い
て
の

ご
相
談
の
あ
る
方

 

桜
町
高
齢
者
在
宅
サ
ー
ビ
ス

セ
ン
タ
ー

 　

高
齢
者
や
障
が
い
の
あ
る
方

が
、
地
域
で
安
心
し
た
生
活
を

し
て
い
く
た
め
に
、
金
銭
管
理

や
成
年
後
見
制
度
利
用
な
ど
の

相
談
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

ま
た
、
認
知
症
の
高
齢
者
や
精

神
に
障
が
い
の
あ
る
方
な
ど
の

日
常
生
活
を
援
助
す
る
た
め
、

有
料
で
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
利
用

支
援
や
金
銭
管
理
、
書
類
預
か

り
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。

 

権
利
擁
護
セ
ン
タ
ー

 　

安
心
し
て
住
み
慣
れ
た
地
域

で
暮
ら
し
て
い
く
た
め
、
必
要

に
応
じ
て
、
民
生
委
員
が
近
隣

の
方
と
協
力
し
、
見
守
り
・
支

援
の
体
制
を
つ
く
り
、
地
域
の

相
談
役
と
し
て
、
住
民
と
行
政

の
橋
渡
し
を
し
て
い
ま
す
。

 
　

歳
以
上
の
ひ
と
り
暮
ら
し

７５ や
す
ら
ぎ
支
援
（
認
知
症

高
齢
者
家
族
支
援
）

対問権
利
擁
護
セ
ン
タ
ー

問高
齢
者
地
域
福
祉
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
（
民
生
委
員
に
よ

る
地
域
の
見
守
り
）

対

の
方
、
日
中
ひ
と
り
の
方
、
高

齢
者
の
み
の
世
帯
の
方
、　

歳
６５

以
上
の
寝
た
き
り
の
高
齢
者
が

い
る
世
帯
の
方

 

各
地
区
担
当
の
民
生
委
員
、

介
護
福
祉
課
包
括
支
援
係

 　

介
護
職
員
初
任
者
研
修
を
修

了
し
、
一
定
要
件
を
満
た
す
方

に
受
講
料
等
の
一
部
を
助
成
し

ま
す
。
今
年
度
は
、
市
で
も
無

料
で
同
研
修
を
実
施
し
ま
す
。

■
申
込
期
限 

次
の
い
ず
れ
か

に
該
当
す
る
方
▽
市
内
在
住

で
、
研
修
修
了
後
６
か
月
以
内

に
市
内
の
介
護
保
険
事
業
者
に

就
労
し
、
３
か
月
以
上
継
続
し

て
勤
務
し
て
い
る
方
＝
就
労
開

始
後
６
か
月
以
内
▽
市
内
の
介

護
保
険
事
業
者
に
３
か
月
以
上

継
続
し
て
勤
務
し
て
い
る
介
護

職
員
で
、
研
修
修
了
後
も
継
続

し
て
勤
務
す
る
方
（
市
外
在
住

の
方
も
可
）
＝
研
修
修
了
後
６

か
月
以
内

■
助
成
内
容
受
講
料
等
の
２
分

の
１
（
上
限
３
万
円
。　

円
未

１００

満
切
り
捨
て
）

■
申
請
書
配
布
場
所
介
護
福
祉

課
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

 

▽
１
人
１
回
ま
で
▽
他
の
給

付
制
度
と
の
併
用
不
可

 

介
護
福
祉
課
高
齢
福
祉
係

 　

高
齢
者
等
の
衣
服
や
持
ち
物

に
シ
ー
ル
を 
貼 
り
付
け
る
こ
と

は

問介
護
職
員
初
任
者
研
修

受
講
費
用
の
助
成

対

他問見
守
り
シ
ー
ル
事
業

に
よ
り
、
行
方
不
明
に
な
っ
た

際
に
発
見
者
が
シ
ー
ル
に
書
か

れ
た
連
絡
先
に
電
話
す
る
こ
と

で
、
発
見
者
も
家
族
等
も
互
い

に
個
人
情
報
を
出
さ
ず
に
直
接

や
り
取
り
で
き
る
シ
ス
テ
ム
で

す
。

 

年
間
利
用
料
＝
３
千　

円
６００

（
生
活
保
護
世
帯
の
方
は
無
料
）

 

介
護
福
祉
課
包
括
支
援
係

 　

徘
徊
の
あ
る
高
齢
者
が
発
信

器
を
携
帯
し
、
居
場
所
が
不
明

で
あ
る
と
き
に
、
介
護
者
が
委

託
事
業
者
に
高
齢
者
の
位
置
を

問
い
合
わ
せ
、
保
護
を
図
り
ま

す
。

　

発
信
器
利
用
の
申
込
金
お
よ

び
リ
ー
ス
料
金
の
一
部
を
助
成

し
ま
す
。

 

助
成
基
準
額
の　

％
（
市
民

１０

税
非
課
税
世
帯
は
３
％
）

 

介
護
福
祉
課
高
齢
福
祉
係
、

各
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

 　

衣
類
の
入
れ
替
え
、大
掃
除
、

大
型
家
具
の
移
動
、
照
明
器
具

の
交
換
等
を
援
助
し
ま
す
。

　

年
度
内
２
回
利
用
で
き
、
１

回
２
時
間
を
限
度
に
作
業
員
２

人
を
派
遣
し
、
援
助
し
ま
す
。

 

市
内
在
住
で
次
の
要
件
を
す

べ
て
満
た
す
方
▽
ひ
と
り
暮
ら

し
ま
た
は
高
齢
者
世
帯
▽
市
民

税
非
課
税
世
帯
▽
日
常
生
活
援

助
が
必
要
な
虚
弱
な
方
ま
た
は

要
支
援
・
要
介
護
と
認
定
さ
れ

た
方

 

１
割
負
担

 

介
護
福
祉
課
高
齢
福
祉
係
、

￥問 
徘  
徊 
高
齢
者

は
い 
か
い

家
族
支
援
サ
ー
ビ
ス

￥問高
齢
者
特
別
生
活
援
助

対￥問

各
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

 　

①
腰
掛
便
座
、
入
浴
補
助
用

具
、
手
す
り
、
ス
ロ
ー
プ
（
基

準
額
は
年　

万
円
ま
で
）
②
シ

１０

ル
バ
ー
カ
ー
（
基
準
額
１
万
５

千
円
）
、
一
本
つ
え
（
基
準
額

４
千　

円
）
、
電
磁
調
理
器

３００

（
基
準
額
１
万
５
千　

円
）
を

４００

給
付
し
ま
す
。

 

要
介
護
認
定
で
①
は
「
非
該

当
」
、
②
は
「
要
支
援
ま
た
は

要
介
護
」
と
認
定
さ
れ
た
高
齢

者
で
、
用
具
の
給
付
が
必
要
と

認
め
ら
れ
る
虚
弱
な
方

 

助
成
基
準
額
の　

％
（
市
民

１０

税
非
課
税
世
帯
は
３
％
）
。
助

成
限
度
額
を
超
え
る
部
分
は
、

利
用
者
負
担
と
な
り
ま
す

 

介
護
福
祉
課
高
齢
福
祉
係
、

各
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

 　

介
護
が
必
要
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
介
護
者
の
急
病
、
事
故
、

災
害
、
葬
儀
、
そ
の
他
の
緊
急

を
要
す
る
理
由
で
介
護
が
で
き

な
い
と
き
に
、
一
時
的
に
施
設

で
介
護
し
ま
す
。
（
原
則
、
１

回
７
日
以
内
）

 

１
日
千
円
（
食
費
、
管
理
費

等
は
別
途
必
要
）

 

介
護
福
祉
課
高
齢
福
祉
係

 
①
住
宅
改
修
予
防
給
付
手
す
り

の
取
り
付
け
、
床
段
差
の
解

消
、
床
材
の
変
更
、
扉
の
取
り

替
え
、
便
器
の
取
り
替
え
等

自
立
支
援
・

日
常
生
活
用
具
の
給
付

対￥問特
別
短
期
生
活
介
護

（
緊
急
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
）

￥問自
立
支
援

住
宅
改
修
の
助
成

②
住
宅
設
備
改
修
給
付
浴
槽
、

流
し
、
洗
面
台
の
取
り
替
え
、

便
器
の
洋
式
化
等

 

要
介
護
認
定
で
①
は
「
非
該

当
」
、
②
は
「
非
該
当
、
要
支

援
ま
た
は
要
介
護
」
と
認
定
さ

れ
た
高
齢
者
で
、
身
体
的
理
由

で
住
宅
改
修
が
必
要
と
認
め
ら

れ
る
虚
弱
な
方

 

助
成
限
度
額
の　

％
、　

％

１０

２０

ま
た
は　

％
（
市
民
税
非
課
税

３０

世
帯
は
３
％
）
※
助
成
限
度
額

（
①
１
家
屋　

万
円
②
１
家
屋

２０

　

万
９
千
円
）
を
超
え
る
部
分

３７は
、
利
用
者
負
担
と
な
り
ま
す

 

介
護
福
祉
課
高
齢
福
祉
係
、

各
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

 　

寝
具
乾
燥（
敷
き
布
団
２
枚
、

掛
け
布
団
１
枚
、
毛
布
１
枚
）

を
、月
１
回
無
料
で
行
い
ま
す
。

 

ひ
と
り
暮
ら
し
、
ま
た
は
高

齢
者
世
帯
の
う
ち
、
心
身
の
障

が
い
、
傷
病
な
ど
の
理
由
で
寝

具
類
等
の
衛
生
管
理
が
困
難
な

方
ま
た
は
こ
れ
に
準
ず
る
方

 

年
２
回
丸
洗
い
も
行
い
ま
す

対￥問寝
具
乾
燥

対他

 

介
護
福
祉
課
高
齢
福
祉
係
、

各
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

  

市
内
在
住
で
次
の
要
件
を
す

べ
て
満
た
す
方
（
詳
細
は
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
）
▽
要
介

護
認
定
で
要
介
護
１
以
下
の
方

▽
他
の
制
度
で
車
い
す
の
利
用

が
で
き
な
い
方

■
貸
出
期
間
１
回
に
つ
き
１
か

月
以
内
、
年
度
内
３
回
ま
で

（
継
続
利
用
は
で
き
ま
せ
ん
）

 

１
回　

円
７００

 

社
会
福
祉
協
議
会

 　

業
者
を
通
じ
て
、
紙
お
む
つ

や
尿
取
り
パ
ッ
ト
（
月
８
千
円

以
内
）を
無
料
で
配
付
し
ま
す
。

 

要
介
護
認
定
で
要
介
護
４
ま

た
は
５
と
認
定
さ
れ
た
失
禁
状

態
に
あ
る
在
宅
の
高
齢
者
（
市

民
税
非
課
税
世
帯
）
を
介
護
す

る
家
族
の
方

 

介
護
福
祉
課
高
齢
福
祉
係
、

各
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

問車
い
す
の
貸
し
出
し

対￥問お
む
つ
サ
ー
ビ
ス

対問

相
談
・
生
活
支

相
談
・
生
活
支
援援

介
護
す

介
護
す
るる

家
族
の
た
め

　

家
族
の
た
め
にに

高高齢齢者者のの
各各種種制制度度
高齢者高齢者のの
　各種制各種制度度



7 2・9・1 各種申し込みは、開庁時間または各施設開館時間内にお願いします。

凡　例  日時　 場所　 内容　 講師　 対象　 定員　 費用　 持ち物　 申し込み　 問い合わせ　 その他　 ホームページ　 Ｅメール時 所 内 講 対 定 ￥ 持 申 問 他 HP 糸

 　

ひ
と
り
暮
ら
し
の
方
等
の
話

し
相
手
や
日
常
生
活
の
相
談
等

を
無
料
で
行
い
ま
す
。

 

ひ
と
り
暮
ら
し
ま
た
は
高
齢

者
世
帯
（
日
中
の
み
ひ
と
り
の

方
も
可
）

 

介
護
福
祉
課
高
齢
福
祉
係
、

各
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

 　

牛
乳
ま
た
は
コ
ー
ヒ
ー
牛
乳

を
無
料
で
配
達
し
、
見
守
り
を

行
い
ま
す
。

 

日
常
的
に
見
守
り
が
必
要
な

市
民
税
非
課
税
世
帯
の
ひ
と
り

暮
ら
し
ま
た
は
高
齢
者
世
帯

で
、
近
隣
に
親
族
が
い
な
い
方

 

介
護
福
祉
課
高
齢
福
祉
係
、

各
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

  　

民
間
緊
急
通
報
事
業
者
に
通

報
で
き
る
無
線
発
報
器
（
ペ
ン

ダ
ン
ト
式
）
等
を
貸
与
し
、
緊

急
時
に
ボ
タ
ン
を
押
す
と
救
護

者
に
よ
る
救
助
等
を
得
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

 

ひ
と
り
暮
ら
し
ま
た
は
高
齢

者
世
帯
（
日
中
の
み
ひ
と
り
の

準
友
愛
活
動
員
の
電
話
訪
問

対問ひ
と
声
訪
問

（
牛
乳
等
の
配
達
）

対問緊
急
通
報
シ
ス
テ
ム

対

方
も
可
）
で
、
救
急
車
を
呼
ぶ

よ
う
な
慢
性
疾
患
等
の
た
め
常

時
注
意
を
要
す
る
方

 

介
護
福
祉
課
高
齢
福
祉
係
、

各
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

  　

ひ
と
り
暮
ら
し
の
高
齢
者
の

方
の
話
し
相
手
に
な
り
ま
す
。

　

利
用
を
希
望
す
る
方
、
会
員

と
し
て
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
希
望

す
る
方
は
、
ご
連
絡
く
だ
さ

い
。

 

小
金
井
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・
市

民
活
動
セ
ン
タ
ー

  　

定
期
的
に
安
否
確
認
の
必
要

が
あ
り
、
近
隣
に
親
族
が
い
な

問

無線発報器（ペンダント式）

高
齢
者
の
話
し
相
手
に

問高
齢
者
福
祉
電
話
の
貸
与

 　

市
の
ご
当
地
介
護
予
防
体
操

で
あ
る
「
小
金
井
さ
く
ら
体

操
」
と
ス
ト
レ
ッ
チ
体
操
、
筋

力
強
化
の
た
め
の
「
せ
ら
ば
ん

体
操
」
を
実
施
し
ま
す
。

 

市
内
在
住
の　

歳
以
上
の
方

６５

※
会
場
に
よ
り
、
条
件
が
異
な

り
ま
す

 

年
間
千
円
程
度
（
保
険
代
）

 

介
護
福
祉
課
包
括
支
援
係
、

各
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

 　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
行
う

こ
と
に
よ
り
、
高
齢
者
自
身
の

健
康
増
進
と
介
護
予
防
を
め
ざ

し
ま
す
。

　

介
護
保
険
施
設
な
ど
で
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
活
動
実
績
に
応
じ
て

ス
タ
ン
プ
が
取
得
で
き
ま
す
。

取
得
し
た
ス
タ
ン
プ
は
、
年
間

最
大
５
千
円
分
の
小
金
井
さ
く

ら
ポ
イ
ン
ト
に
交
換
で
き
ま

す
。

 

市
内
在
住
の
要
介
護
認
定
等

を
受
け
て
い
な
い　

歳
以
上
の

６５

方■
参
加
方
法
商
工
会
窓
口
で
登

録
申
請
を
行
っ
て
く
だ
さ
い

 

登
録
申
請
に
つ
い
て
＝
商
工

会
、
事
業
に
つ
い
て
＝
介
護
福

祉
課
包
括
支
援
係

小
金
井
さ
く
ら
体
操

自
主
グ
ル
ー
プ

対￥問介
護
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

ポ
イ
ン
ト
事
業

（
活
き
生
き
ボ
ラ
ポ
）

対問

 　

介
護
予
防
や
地
域
に
つ
い
て

学
び
な
が
ら
、
デ
イ
サ
ー
ビ
ス

で
職
員
の
補
助
と
し
て
活
動
す

る
元
気
な
高
齢
者
の
方
を
養
成

し
ま
す
。
（
左
図
参
照
）

 

市
内
在
住
の
要
介
護
認
定
等

を
受
け
て
い
な
い　

歳
以
上
の

６５

方■
開
催
時
期
市
報
等
で
お
知
ら

せ
し
ま
す

 

介
護
福
祉
課
包
括
支
援
係

市
デ
イ
サ
ー
ビ
ス

認
定
サ
ブ
ス
タ
ッ
フ

養
成
講
座

対問

問
合
先

小金井市
介護福祉課高齢福祉係 （☎０４２−３８７−９８４３）
介護福祉課包括支援係 （☎０４２−３８７−９８４５）
関連施設
小金井きた地域包括支援センター （☎０４２−３８８−２４４０）
小金井みなみ地域包括支援センター （☎０４２−３８８−８４００）
小金井ひがし地域包括支援センター （☎０４２−３８６−６５１４）
小金井にし地域包括支援センター （☎０４２−３８６−７３７３）
権利擁護センター （☎０４２−３８６−０１２１）
小金井ボランティア・市民活動センター （☎０４２−３８７−００１１）
桜町高齢者在宅サービスセンター （☎０４２−３８１−０００６）
本町高齢者在宅サービスセンター （☎０４２−３８８−８０１１）
中町高齢者在宅サービスセンター （☎０４２−３８６−６５１３）
社会福祉協議会 （☎０４２−３８６−０２９４）
緑寿園ケアセンター （☎０４２−４６２−１２０６）
小金井あんず苑 （☎０４２−３８８−７５１１）
商工会 （☎０４２−３８１−８７６５）

い
ひ
と
り
暮
ら
し
ま
た
は
高
齢

者
世
帯
で
、
電
話
の
な
い
方
に

電
話
を
貸
与
し
ま
す
。

 

市
民
税
非
課
税
世
帯

 

設
置
費
、
毎
月
の
基
本
料
金

と
通
話
料　

円
ま
で
は
市
が
負

７００

担
し
ま
す
。
市
の
負
担
を
超
え

る
分
が
利
用
者
負
担
と
な
り
ま

す
 

介
護
福
祉
課
高
齢
福
祉
係
、

各
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

 　

市
内
の
こ
と
ぶ
き
理
容
協
力

の
店
を
利
用
す
る
と
き
、
理

髪
・
洗
髪
料
等
が
２
千
円
割
引

に
な
り
ま
す
。

 

ひ
と
り
暮
ら
し
で
近
隣
に
親

族
が
い
な
い
市
民
税
非
課
税
世

帯
の
高
齢
者

 

介
護
福
祉
課
高
齢
福
祉
係
、

各
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

 　

公
衆
浴
場
の
無
料
入
浴
券

（
都
内
共
通
）
を
月
７
枚
配
付

し
ま
す
。

 

ひ
と
り
暮
ら
し
で
近
隣
に
親

族
が
い
な
い
高
齢
者
で
、
自
宅

に
ふ
ろ
が
な
く
、
あ
っ
て
も
壊

れ
て
い
る
か
、
身
体
的
状
況
に

よ
り
使
え
な
い
方

 

介
護
福
祉
課
高
齢
福
祉
係
、

各
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

 
対￥問こ

と
ぶ
き
理
容
券

（
割
引
券
）
の
配
付

対問入
浴
券
の
配
付

（
公
衆
浴
場
）

対問

 　

週
３
回
を
基
本
と
し
て
夕
食

を
配
達
し
ま
す
。

 

要
介
護
認
定
で
「
要
支
援
ま

た
は
要
介
護
」
と
認
定
さ
れ
た

ひ
と
り
暮
ら
し
ま
た
は
高
齢
者

世
帯
等
の
方
で
、
精
神
的
、
身

体
的
理
由
等
に
よ
り
食
事
の
用

意
が
で
き
な
い
方
※
原
則
と
し

て
、
近
隣
に
親
族
が
い
る
場
合

は
利
用
で
き
ま
せ
ん

 

１
食　

円
（
市
民
税
非
課
税

６００

世
帯
は　

円
）

３００

 

退
院
し
た
ば
か
り
の
方
を
対

象
に
緊
急
配
食
サ
ー
ビ
ス
も
あ

り
ま
す

配
食
サ
ー
ビ
ス

対￥他

 

介
護
福
祉
課
高
齢
福
祉
係
、

各
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

 　

家
具
転
倒
防
止
器
具
等
を
給

付
し
、
ご
自
宅
に
取
り
付
け
ま

す
。

 

市
内
在
住

で
、
ひ
と
り

暮
ら
し
高
齢

者
、
ま
た
は
高
齢
者
世
帯
（
近

隣
に
親
族
が
居
住
し
て
い
な
い

こ
と
）
で
、
当
該
家
屋
に
引
き

続
き
居
住
す
る
、
過
去
に
同
制

度
を
利
用
し
て
い
な
い
方

 

介
護
福
祉
課
高
齢
福
祉
係

問家
具
転
倒
防
止
器
具
の

取
り
付
け

対問

講座や実習において
知識、技術の提供
講座や実習において
知識、技術の提供

スタッフの補助として関わるスタッフの補助として関わる

「生活目標」の
達成をサポート
「生活目標」の
達成をサポート

「生活目標」の
達成をめざす
「生活目標」の
達成をめざす

地域へ参加地域へ参加

通所介護
サービス事業所
通所介護

サービス事業所

利用者
（要支援者）
利用者

（要支援者）

サブスタッフ
（地域住民）
サブスタッフ
（地域住民）

地域における通いの場や
住民主体の活動運営
地域における通いの場や
住民主体の活動運営

小金井市デイサービス
認定サブスタッフ
小金井市デイサービス
認定サブスタッフ

地
域
の
見
守

地
域
の
見
守
りり

ひ
と
り
暮
ら
し
高
齢
者
と
高
齢
者
世

ひ
と
り
暮
ら
し
高
齢
者
と
高
齢
者
世
帯帯

介
護
予
防
の
た
め

介
護
予
防
の
た
め
にに
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身
体
障
害
者
手
帳
・
愛
の
手
帳

を
お
持
ち
の
方
が
生
活
の
た
め
に

使
用
す
る
、
自
動
車
の
ガ
ソ
リ
ン

代
の
一
部
を
助
成
し
て
い
ま
す
。

　

す
で
に
助
成
の
決
定
を
受
け
た

方
は
、
請
求
書
（
８
月
末
ご
ろ
に

発
送
）
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

 

自
動
車
税
ま
た
は
軽
自
動
車
税

が
減
免
さ
れ
て
い
る
方
で
、
障
が

い
の
あ
る
方
（
※
）
が
自
ら
運
転

す
る
か
、
生
計
を
同
じ
く
す
る
方

が
障
が
い
の
あ
る
方
の
た
め
に
運

転
す
る
場
合
※
個
別
等
級
で
体
幹

ま
た
は
下
肢
障
が
い
１
～
３
級
、

視
覚
障
が
い
１
・
２
級
、
内
部
障

が
い
１
級
の
方
、
愛
の
手
帳
１
・

２
度
の
方
■
助
成
額
▽
ガ
ソ
リ
ン

＝
１
㍑
に
つ
き　

円
、
１
か
月　

７５

４０

㍑
ま
で
▽
軽
油
＝
１
㍑
に
つ
き　
４０

円
、
１
か
月　

㍑
ま
で
■
振
込
日

７５

９
月　

日
（
水
）
※
指
定
日
以

３０

降
、
通
帳
で
確
認
し
て
く
だ
さ

い
。
金
融
機
関
に
よ
っ
て
は
２
・

３
日
遅
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す 

９
月　

日
ま
で
に
、
請
求
書
に
令

１０

和
２
年
３
月
～
８
月
分
の
ガ
ソ
リ

ン
等
の
使
用
量
が
記
入
さ
れ
て
い

る
領
収
書
を
添
え
て
、
直
接
、
自

対

申

立
生
活
支
援
課
相
談
支
援
係
（
市

役
所
第
二
庁
舎
２
階
☎　

儿　

儿

０４２

３８７

９
８
４
１ 
　

儿　

儿
２
５
２

０４２

３８４

４
）
へ

 
市
取
扱
分

◎
７
月
分
（
敬
称
略
）

【
特
定
寄
附
】

◆
市
の
老
人
福
祉
の
た
め
に

▽
４
千　

円
＝
コ
ス
モ
ス
・
サ
ー

５００

ク
ル
（
サ
ブ
ス
タ
ッ
フ
１
期
生
）

  
【
さ
く
ら
ん
ぼ
（
双
子
の

　

つ
ど
い
）
】

 

９
月　

日
（
土
）
午
後
１
時　

２６

３０

分
～
３
時　

分 

情
報
交
換
や
仲

３０

間
づ
く
り 

多
胎
児
と
そ
の
家
族

お
よ
び
多
胎
児
妊
婦
の
方 

初
め

て
の
方
は
、
事
前
に
ご
連
絡
く
だ

さ
い 

電
話
ま
た
は
直
接
、
同
セ

ン
タ
ー
へ

【
カ
ル
ガ
モ
教
室
】

 
　

月　

日
、　

月　

日
、　

月　

１０

２８

１１

２５

１２

２３

FAX
善善
意意
のの

輪輪

予
防
接
種
等
保
健
衛
生
事
業
は
健
康
ガ
イ
ド
へ ・

どど
もも

子子

育育
てて

子子子
ど
も
家

子
ど
も
家
庭庭

支
援
セ
ン
タ

支
援
セ
ン
タ
ーー

か
ら
の
お
知
ら

か
ら
の
お
知
ら
せせ

時

内

対

他

申

時

日
い
ず
れ
も
水
曜
日
午
前　

時
～

１０

　

時　

分
（
全
３
回
） 

親
子
の

１１

３０

ふ
れ
あ
い
遊
び
や
親
同
士
の
交
流

を
通
じ
、
子
ど
も
へ
の
関
わ
り
方

を
学
ぶ 

令
和
元
年
８
月
～　

月
１２

生
ま
れ
の
子
ど
も
と
保
護
者
※
父

親
も
歓
迎 
　

組
（
多
数
抽
選
）

１０

 

９
月　

日
ま
で
に
、
電
話
ま
た

１５

は
直
接
、
同
セ
ン
タ
ー
へ

【
プ
レ
マ
マ
・
プ
レ
パ
パ

　

よ
う
こ
そ　

ゆ
り
か
ご
へ
】

 

９
月　

日
（
火
）
午
後
２
時
～

２９

３
時 

助
産
師
や
先
輩
マ
マ
を
囲

ん
で
、
産
後
の
育
児
に
つ
い
て
学

ぶ 

妊
婦
と
パ
ー
ト
ナ
ー
（
妊
婦

一
人
で
の
参
加
も
可
）
※
第
一
子

出
産
の
方
を
優
先 

８
組
（
申
込

順
） 

９
月
２
日
か
ら
、
電
話
ま

た
は
直
接
、
同
セ
ン
タ
ー
へ

們
們
◇
共　

通
◇
們
們

 

保
健
セ
ン
タ
ー 

子
ど
も
家
庭

支
援
セ
ン
タ

ー
ゆ
り
か
ご

（
☎　

儿　
０４２

３２１

儿
３
１
４
１

＝
月
曜
・
日

曜
・
祝
日
を

除
く
）

 　

登
録
を
希
望
す
る
方
に
、
流
れ

や
仕
組
み
を
説
明
し
ま
す
。

 

９
月　

日
（
土
）
午
前　

時
～

１９

１０

　

時　

分 

保
健
セ
ン
タ
ー 

依

１１

３０

頼
会
員
＝
市
内
在
住
で
、
原
則
生

後　

日
～
小
学
生
の
子
ど
も
と
同

５７
居
し
て
い
る
保
護
者
▽
協
力
会
員

＝
援
助
活
動
に
関
心
の
あ
る　

歳
２０

以
上
の
方
（
協
力
会
員
講
習
会
へ

の
参
加
が
必
要
で
す
） 

９
月
５

日
か
ら
、
電
話
で
フ
ァ
ミ
リ
ー
・

サ
ポ
ー
ト
・
セ
ン
タ
ー
（
☎　

儿
０４２

　

儿
１
７
０
１
＝
日
曜
・
祝
日
を

３２０除
く
午
前
９
時
～
午
後
５
時
）
へ

内

対
定

申時

内
対

定

申

所

問

フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・

セ
ン
タ
ー
会
員
説
明
会

時

所

対

申

 　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

対
策
の
観
点
か
ら
、
今
後
の
開
催

日
時
・
方
法
等
に
つ
い
て
変
更
に

な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

詳
細
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

ご
覧
い
た
だ
く
か
、
各
学
校
へ
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

 

指
導
室
指
導
係
（
☎　

儿　

儿

０４２

３８７

９
８
７
７
）

 　

就
学
援
助
準
要
保
護
認
定
者

（
７
月
認
定
者
は
除
く
）の
方
に
、

４
月
～
６
月
の
小
中
学
校
休
校
期

間
中
の
給
食
費
相
当
分
を
８
月　
３１

日
（
月
）
に
支
給
し
て
い
ま
す
。

 

学
務
課
学
務
係
（
☎　

儿　

儿

０４２

３８７

９
８
７
４
）

  

９
月　

日
、　

月
１
日
、　

日
、

１７

１０

１５

公
立
学
校
運
営
連
絡
会
お
よ

び
学
校
運
営
協
議
会
、
市
立

小
・
中
学
校
学
校
公
開
の
開

催
状
況
に
つ
い
て

問就
学
援
助
制
度

給
食
費
相
当
分
を
支
給

問地
域
子
育
て
応
援
講
座

ひ
が
し
赤
ち
ゃ
ん
Ｃ
ａ
ｆ
ｅ

時

　

月
５
日
、　

日
い
ず
れ
も
木
曜

１１

１９

日
午
前　

時
～　

時　

分
（
全
５

１０

１１

３０

回
） 

公
民
館
東
分
館 

真
木
千

壽
子
さ
ん
（
学
芸
の
森
保
育
園
園

長
）
ほ
か 

市
内
在
住
・
在
勤
・

在
学
で
、
第
一
子
が
令
和
元
年　
１０

月
１
日
以
降
に
誕
生
し
た
保
護
者

と
子
ど
も 

８
組
（
申
込
順
） 

千
円
（
材
料
代
） 

９
月
２
日
か

ら
、
電
話
ま
た
は
公
民
館
東
分
館

窓
口
（
☎　

儿　

儿
４
４
２
２
）

０４２

３８４

へ
  

９
月　

日
（
火
）
午
前　

時　

１５

１０

３０

分
～　

時　

分
（　

時　

分
開

１１

３０

１０

２０

場
） 

図
書
館
本
館
地
階
集
会
室

 

落
合
美
知
子
さ
ん
（
お
は
な
し

と
お
ん
が
く
の
ち
い
さ
い
お
う
ち

主
宰
） 

市
内
在
住
の
７
か
月
～

２
歳
６
か
月
の
子
ど
も
と
保
護
者

 
　

組
（
申
込
順
） 

手
話
通
訳

１０
あ
り
（
要
事
前
申
込
） 

９
月
１

日
か
ら
、
電
話
ま
た
は
直
接
、
図

書
館
本
館
（
☎　

儿　

儿
１
１
３

０４２

３８３

８ 
　

儿　

儿
３
７
２
８
）
へ

０４２

３８４

所

講

対定

￥

申

子
ど
も
と
読
書
に
関
す
る
講
座

親
子
で
た
の
し
む
絵
本
と
わ

ら
べ
う
た

時

所

講

対

定

他
申

FAX

 　

９
月
期
分
＝
７
～
８
月
分

■
振
込
日
９
月　

日
（
木
）

１０

　

振
込
日
以
降
、
通
帳
で
お
確
か

め
く
だ
さ
い
。
金
融
機
関
に
よ
っ

て
は
２
・
３
日
遅
れ
る
場
合
が
あ

り
ま
す
。

　

次
の
よ
う
な
場
合
に
は
、
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。
▽
振
込
日
以
降
、

７
日
を
過
ぎ
て
も
振
り
込
ま
れ
な

い
場
合
▽
氏
名
、
住
所
、
口
座
を

変
更
し
た
場
合
▽
施
設
に
入
所
し

た
場
合 

子
育
て
支
援
課
手
当
助

成
係
（
☎　

儿　

儿
９
８
３
９
）

０４２

３８７

児
童
扶
養
手
当
の
支
給

問

子
ど
も
の
笑
顔
を
み
ん
な
で
守
る

虐
待
か
な
？
と
思
っ
た
ら

（
通
告
・
相
談
）

・
連
絡
は
匿
名
で
行
う
こ
と
も
可
能

で
す

・
連
絡
者
や
連
絡
内
容
に
関
す
る
秘

密
は
守
ら
れ
ま
す

▽
子
ど
も
家
庭
支
援
セ
ン
タ
ー

（
相
談
窓
口
）

☎　

儿　

儿
３
１
４
６
＝
月
曜
～
土

０４２

３２１

曜
日
午
前
９
時
～
午
後
５
時

▽
児
童
相
談
所
虐
待
対
応
ダ
イ
ヤ
ル

（
緊
急
時
）

☎ 
１  
８  
９ 

い
ち 
は
や 
く

※
お
近
く
の
児
童
相
談
所
に
つ
な

が
り
ま
す

※
☎
１
８
９
が
つ
な
が
ら
な
い
場

合
は
、
☎
０
５
７
０
儿　

儿　

へ

０６４

０００

【電話相談窓口】
子ども家庭支援センター（☎０４２−３２１−３１４６＝月曜
～土曜日午前９時～午後５時）※臨床心理士による
専門相談（月１～２回。要予約）も行っています
【子育てひろば相談】
渇子ども家庭支援センターゆりかご（☎０４２−３２１−
３１４１＝火曜～土曜日午前１０時～午後４時）
渇各児童館（本町児童館＝☎０４２−３８３−１１７６、東児
童館＝☎０４２−３８３−１１７７、貫井南児童館＝☎０４２−
３８３−９７７７、緑児童館＝☎０４２−３８３−６９１０）

−◇共　通◇−
 子ども家庭支援センター（☎０４２−３２１−３１６１）、児
童青少年課（☎０４２−３８７−９８４７）
問

　高齢者の方の長寿をお祝い
し、令和２年９月１日現在、
白寿（９９歳）、１００歳の方に、
記念品を９月中にお送りしま
す。
 介護福祉課高齢福祉係（☎
０４２−３８７−９８４３）
問

白寿・
１００歳の方に
長寿をお祝いする

品を贈呈

　無償化の対象となる施設の利用料（令和２
年４月～９月）について、施設等利用費の請
求を受け付けます。
　請求書が利用している施設から配布されな
い場合は、市ホームページの案内をご覧いた
だくか、お問い合わせください。
 ９月１５日～１０月１４日（必着）に、郵送で保
育課保育係（〒１８４−８５０４住所不要☎０４２−
３８７−９８４６）へ

申

幼児教育・保育の無償化
施設等利用費の
請求を受け付けます■配布開始日９月１日（火）

■配布場所保育課（市役所第二庁舎３階）、
各保育施設等、市ホームページ
 渇すでに申し込んでいる方の保育施設等利
用申請は、令和３年３月３１日で有効期限が切
れますので、令和３年４月以降も引き続き入
所を希望する場合は、改めて申請が必要です
渇市外保育施設等の利用を希望する場合は、
締切日・必要書類等が各市区町村で異なりま
すので、確認のうえ、早めに手続きをしてく
ださい
 保育課保育係（☎０４２−３８７−９８４６）

他

問

保育施設等入所案内を配布
令令和和３３年年度度

自
動
車
の

ガ
ソ
リ
ン
代
を
助
成

身
体
障
害
者
手
帳
・
愛
の

手
帳
を
お
持
ち
の
方
へ

ひとりで抱えずご利用くださひとりで抱えずご利用くださいい
子育て相子育て相談談
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健康ガイド

貫
井
北
町
５
儿　

儿　
18

18

〒　
儿
0
0
1
5

184
健
康
課
（
保
健
セ
ン
タ
ー
）

（
☎　
儿　

儿
1
2
4
0
）

042

321

U
U

U
U
U
U
U
U
U
U
U
U
U
U
U
U
U
U
U

  
　

月
１
日
（
木
）
午
後
２
時
～

１０
３
時　

分 

上
之
原
会
館 

羽
木

３０

裕
雄
さ
ん
（
市
医
師
会
会
員
） 

　

人
（
申
込
順
） 

保
育
あ
り 

１５９
月
１
日
か
ら
、
電
話
で
健
康
課

へ
  

　

月
７
日
（
水
）
午
後
１
時　

１０

３０

分
～
３
時 

上
之
原
会
館 

松
田

詠
子
さ
ん
（
市
歯
科
医
師
会
会

員
） 
　

人
（
申
込
順
） 

９
月

１５

１
日
か
ら
、
電
話
で
健
康
課
へ

 　

脂
肪
・
筋
肉
・
骨
な
ど
、
体
を

乳
が
ん
自
己
検
診

乳
が
ん
自
己
検
診
法法

健
康
講
演
会

時

所

講

定

他

申

歯
科
健
康
講
演
会

あ
な
た
の
滑
舌
を
測
定
し
ま

し
ょ
う

時

所

講

定

申

体
組
成
測
定
で
ボ
デ
ィ
メ
イ
ク

教
室

構
成
す
る
体
成
分
を
測
定
し
、
健

康
に
つ
い
て
学
び
ま
す
。

 
　

月　

日
（
火
）、　

日
（
月
）

１０

１３

１９

午
前　

時
～
午
後
０
時　

分
（
全

１０

３０

２
回
） 

保
健
セ
ン
タ
ー 

市
内

在
住
の　

～　

歳
の
方 
　

人

２０

６４

１０

（
申
込
順
） 

保
育
あ
り 

９
月

１
日
か
ら
、
電
話
で
健
康
課
へ

  
　

月　

日
（
月
）
午
後
１
時
受

１０

１２

付
開
始
（
健
診
終
了
は
３
時
ご

ろ
） 

保
健
セ
ン
タ
ー 

個
別
健

診
未
受
診
（
予
定
も
含
む
）
で
、

お
お
む
ね　

～　

週
の
妊
婦
の
方

１６

２７

 
　

人
（
申
込
順
） 

９
月
１
日

１０
か
ら
、
電
話
で
健
康
課
へ

  
　

月
１
日
～　

日
の
毎
週
木
曜

１０

２２

日
午
前
９
時　

分
か
ら
、　

時　

４５

１０

１５

分
か
ら 

保
健
セ
ン
タ
ー 

歯
磨

き
練
習
、
栄
養
講
話
な
ど
※
希
望

者
は
引
き
続
き
歯
科
健
診
も
受
け

る
こ
と
が
で
き
ま
す 

平
成　

年
３０

３
月
生
ま
れ
（
２
歳
６
か
月
）
～

令
和
元
年
９
月
生
ま
れ
（
１
歳
）

の
子
ど
も
※
転
入
等
で
対
象
年
齢

時

所

対定

他

申

妊
婦
歯
科
健
診

時

所

対

定

申

む
し
歯
予
防
教
室

時

所

内

対

を
過
ぎ
て
い
る
場
合
は
、
ご
相
談

く
だ
さ
い 

各
回
５
人（
申
込
順
）

 

９
月
１
日
か
ら
、
電
話
で
健
康

課
へ

 
【
２
回
食
へ
の
進
め
方
】

 
　

月　

日
（
木
）
午
後
２
時　

１０

１５

４５

分
～
３
時　

分 

お
お
む
ね
６
～

４５

７
か
月
児
の
保
護
者

定

申離
乳
食
教
室

時

対

【
３
回
食
へ
の
進
め
方
】

 
　

月
８
日
（
木
）
午
後
１
時　

１０

３０

分
～
２
時　

分 

お
お
む
ね
８
～

４５

　

か
月
児
の
保
護
者

１１

們
們
◇
共　

通
◇
們
們

 

保
健
セ
ン
タ
ー 

管
理
栄
養

士
・
歯
科
衛
生
士
に
よ
る
講
義 

各
日
９
人
（
申
込
順
） 

母
子
同

室
で
す 

９
月
１
日
か
ら
、
電
話

で
健
康
課
へ

時

対

所

内

定

他

申

 
三
次
喫
煙

　

ハ
ン
サ
ム
な
俳
優
が
、
渋
い
顔

に
く
わ
え
た
ば
こ
で
仕
事
に
打
ち

込
ん
で
い
る
。
と
て
も
さ
ま
に
な

っ
て
い
て
か
っ
こ
い
い
。
ひ
と
昔

前
の
洋
画
や
日
本
の
刑
事
ド
ラ
マ

な
ど
で
も
、
よ
く
見
ら
れ
た
シ
ー

ン
で
し
た
。
当
時
、
こ
の
よ
う
な

シ
ー
ン
に
憧
れ
て
、
喫
煙
を
始
め

た
方
も
い
ら
っ
し
ゃ
っ
た
と
思
い

ま
す
。と
こ
ろ
が
、喫
煙
の
害
が
い

ろ
い
ろ
明
ら
か
に
な
る
に
つ
れ
、

世
界
的
に
も
こ
の
よ
う
な
映
像
は

ほ
と
ん
ど
な
く
な
り
ま
し
た
。

　
「
わ
か
っ
て
い
る
け
ど
や
め
ら

れ
な
い
」と
い
う
方
も
多
い
で
す
。

ご
存
じ
の
通
り
、
喫
煙
は
さ
ま
ざ

ま
な
肺
の
病
気
の
原
因
と
な
り
ま

す
。
「
Ｃ
Ｏ
Ｐ
Ｄ
」
は
知
ら
な
い

間
に
、
息
切
れ
が
ひ
ど
く
な
る
病

気
で
す
。
病
状
が
進
行
し
た
場

合
、
常
に
酸
素
吸
入
を
し
て
い
な

い
と
日
常
生
活
が
送
れ
な
く
な
り

ま
す
。
ま
た
、
肺
が
ん
発
症
の
危

険
性
を
高
め
ま
す
。
そ
し
て
、
喉

頭
、
食
道
、
胃
、
大
腸
な
ど
、
一

見
喫
煙
と
関
係
の
な
さ
そ
う
な
臓

器
で
も
が
ん
発
症
の
危
険
性
が
高

ま
り
ま
す
。
さ
ら
に
、
全
身
の
血

管
も
痛
ん
で
し
ま
う
の
で
、
脳
出

血
や
心
筋
梗
塞
な
ど
の
病
気
に
も

な
り
や
す
い
と
言
わ
れ
て
い
ま

す
。

　

喫
煙
者
が
吐
き
出
し
た
煙
を
他

の
人
が
吸
い
込
ん
で
し
ま
う
、「
受

動
喫
煙
（
二
次
喫
煙
）
」
は
ご
存

じ
の
方
も
多
い
と
思
い
ま
す
。
さ

ら
に
最
近
は
、
「
残
留
受
動
喫
煙

（
三
次
喫
煙
）
」
と
い
う
概
念
が

分
か
っ
て
き
た
よ
う
で
す
。
ホ
テ

ル
や
旅
館
の
部
屋
に
入
っ
た
と
き

に
、
た
ば
こ
の
匂
い
が
す
る
。
壁

や
カ
ー
テ
ン
な
ど
に
た
ば
こ
成
分

が
残
留
し
て
、
こ
れ
を
他
の
人
が

吸
い
込
ん
で
し
ま
う
状
態
で
す
。

産
業
医
科
大
学
で
は
、
喫
煙
後
も

喫
煙
者
の
吐
く
息
か
ら
は　

分
程

４５

度
、
た
ば
こ
成
分
が
排
出
さ
れ
て

い
る
と
い
う
デ
ー
タ
も
あ
る
よ
う

で
す
。
つ
ま
り
、
家
族
の
た
め
に

ベ
ラ
ン
ダ
に
出
て
、
し
っ
か
り
喫

煙
が
終
わ
っ
て
も
、
部
屋
に
戻
っ

た
時
に
、
自
ら
た
ば
こ
成
分
を
家

族
に
吸
わ
せ
て
し
ま
っ
て
い
た
可

能
性
が
あ
る
の
で
す
。

　

喫
煙
は
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

を
取
る
た
め
の
有
効
な
手
段
と
な

る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、

そ
れ
以
上
の
不
利
益
も
た
く
さ
ん

あ
り
ま
す
。
大
切
な
家
族
や
周
囲

の
人
の
た
め
に
、
禁
煙
は
い
か
が

で
し
ょ
う
か
。

　

小
金
井
市
医
師
会

　
　
　
　
　
　
　

安
武　

哲
生

　

同
時
に
４
つ
の
検
診
が
受
け
ら

れ
ま
す
。
い
ず
れ
か
１
つ
で
も
構

い
ま
せ
ん
。

 
 

下
表
の
と
お
り 
 

①
胃
が

ん
検
診
（
バ
リ
ウ
ム
を
飲
ん
で
の

胃
部
Ｘ
線
検
査
）
＝
千
円
②
肺
が

ん
検
診
（
胸
部
Ｘ
線
検
査
、
喀
痰

細
胞
診
）
＝
い
ず
れ
も　

円
③
大

５００

腸
が
ん
検
診
（
免
疫
学
的
便
潜
血

検
査
２
日
法
）
＝　

円
④
乳
が
ん

５００

検
診
（
女
性
ス
タ
ッ
フ
に
よ
る
マ

ン
モ
グ
ラ
フ
ィ
検
査
）
＝
２
千
円

※
▽
い
ず
れ
も
受
診
票
の
提
出
時

に
納
入
▽
生
活
保
護
世
帯
の
方

は
、
減
免
制
度
が
あ
り
ま
す
▽
住

民
税
非
課
税
世
帯
の
方
を
対
象

に
、
検
診
費
用
の
一
部
返
還
を
予

定
し
て
い
ま
す
の
で
、
受
診
時
の

領
収
書
の
保
管
を
お
願
い
し
ま
す

 

①
胃
が
ん
検
診
＝
令
和
３
年
３

月　

日
現
在　

歳
以
上
の
方
。
た

３１

４０

だ
し
、
次
の
方
は
受
診
で
き
ま
せ

ん
▽
前
回
の
受
診
後
、
お
よ
そ
１

年
た
っ
て
い
な
い
方
▽
過
去
１
年

以
内
に
開
腹
手
術
を
受
け
た
方
▽

腸
閉 
塞 
の
既
往
が
あ
る
方
▽
妊
娠

そ
く

中
も
し
く
は
妊
娠
し
て
い
る
可
能

性
が
あ
る
方
▽
ま
っ
す
ぐ
立
つ
こ

と
が
難
し
い
方
▽
検
査
中
指
示
に

従
っ
て
動
け
な
い
方
▽
バ
リ
ウ
ム

ア
レ
ル
ギ
ー
の
方
▽
誤 
嚥 
を
し
や

え
ん

す
い
方
※
問
診
に
よ
り
、
検
診
を

お
断
り
す
る
場
合
も
あ
り
ま
す
②

肺
が
ん
検
診
＝
令
和
３
年
３
月　
３１

日
現
在　

歳
以
上
の
方
※
喀
痰
細

４０

胞
診
に
つ
い
て
は
、　

歳
以
上
で

５０

喫
煙
指
数
（
喫
煙
年
数
×
１
日
本

数
）
が　

以
上
の
希
望
す
る
方
に

６００

受
診
票
と
と
も
に
容
器
を
送
付
し

ま
す
。
検
診
当
日
に
喀
痰
を
採
取

時
所

内
￥

対

し
た
容
器
を
受
診
票
と
と
も
に
お

持
ち
く
だ
さ
い
。
喀
痰
細
胞
診
の

み
の
受
診
は
で
き
ま
せ
ん
③
大
腸

が
ん
検
診
＝
令
和
３
年
３
月　

日
３１

現
在　

歳
以
上
の
方
④
乳
が
ん
検

４０

診
＝
令
和
３
年
３
月　

日
現
在　

３１

４０

歳
以
上
の
女
性
で
、
平
成　

年
４

３１

月
以
降
に
市
の
乳
が
ん
検
診
を
受

診
し
て
い
な
い
方
。
な
お
、
次
の

方
は
受
診
で
き
ま
せ
ん
▽
現
在
授

乳
中
、
妊
娠
中
、
断
乳
後
６
か
月

以
内
の
方
▽
乳
房
疾
患
で
治
療

中
、
経
過
観
察
中
、
手
術
後
の
方

▽
ま
っ
す
ぐ
に
立
つ
こ
と
が
難
し

い
方
▽
心
臓
に
ペ
ー
ス
メ
ー
カ
ー

を
装
着
し
て
い
る
方
▽
豊
胸
手
術

を
し
た
方
※
問
診
に
よ
り
、
検
診

を
お
断
り
す
る
場
合
も
あ
り
ま
す

 

①
胃
が
ん
検
診
②
肺
が
ん
検
診

＝
１
日
あ
た
り　

人
（
多
数
抽

５０

選
）
③
大
腸
が
ん
検
診
＝
検
査
キ

ッ
ト
等
を
郵
送
し
ま
す
の
で
、
期

間
内
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
④
乳

が
ん
検
診
＝　

人
（
多
数
抽
選
）

２５０

 

▽
申
込
結
果
は
、
実
施
日
の
約

３
週
間
前
に
郵
送
予
定
で
す
▽
検

診
時
間
の
指
定
は
で
き
ま
せ
ん 

９
月　

日
（
必
着
）
ま
で
に
、
郵

１５

送
（
１
人
１
通
）
で
住
所
・
氏
名

（
ふ
り
が
な
）・
生
年
月
日
・
電

話
番
号
・
希
望
す
る
検
診
名
・
胃

が
ん
検
診
、
肺
が
ん
検
診
、
乳
が

ん
検
診
を
受
診
さ
れ
る
方
は
希
望

日（
３
つ
ま
で
。
乳
が
ん
検
診
は

午
前
・
午
後
の
希
望
）・
肺
が
ん
検

診
を
受
診
さ
れ
る
方
は
喀
痰
細
胞

診
受
診
希
望
の
有
無
（
有
り
の
場

合
は
喫
煙
年
数
と
１
日
本
数
）
を

明
記
し
、
健
康
課
へ

定他

申

%
%

%
%
%
%
%
%
%
%
%
%
%
%
%
%
%
%
%
%

　「こころの体温計」と
は、パソコンやスマート
フォンなどで、いつでも
気軽にストレス度や落ち
込み度を確認できるメン
タルチェックシステムで
す。
　なお、同システムは、
自己診断であり、医学的
診断をするものではあり
ません。結果に関わらず、
心配なことがありました
ら、早めに専門家への相

談をおすすめします。
■おもなコンテンツ渇本
人モード渇家族モード渇
赤ちゃんママモード渇ス
トレス対処タイプテスト
渇アルコールチェックモ
ード
■ＵＲＬhttps://fishbo 
wlindex.jp/koganei/d 
emo/index.
pl（右記QRコ
ード）
 健康課問

試してみませんか
「こころの体温計」

インターネットでの申込方インターネットでの申込方法法

 

健
康
課

問

　東京共同電子申請・届出サービス（https://www.shinsei. 
elg-front.jp/tokyo2/navi/index.html右記ＱＲコ
ード）で、各種がん検診の申し込みができます。
　サイト内下部の団体選択の下にある市町村から
「小金井市」を選択し、キーワード検索で「がん」と検索してく
ださい。※市ホームページからもアクセスできます

胃胃
がが
んん
検検
診診
・・
肺肺
がが
んん
検検
診診
・・
大大
腸腸
がが
んん
検検
診診
・・

乳乳
がが
んん
検検
診診
をを
実実
施施
しし
まま
すす

胃
が
ん
検
診
・
肺
が
ん
検
診
・
大
腸
が
ん
検
診

胃
が
ん
検
診
・
肺
が
ん
検
診
・
大
腸
が
ん
検
診
・・

乳
が
ん
検
診
を
実
施
し
ま

乳
が
ん
検
診
を
実
施
し
ま
すす

乳がん
検診

大腸がん
検診

肺がん
検診

胃がん
検診検診場所実施日

〇〇〇
市役所本庁舎

１１月２日（月）男
性
の
み

〇〇〇１１月７日（土）

〇〇〇上水公園運動施設１１月９日（月）

〇〇〇〇保健センター１１月１０日（火）
〜１４日（土）

女
性
の
み
※胃がん検診、肺がん検診、大腸がん検診は午前中のみ



102・9・1市役所の開庁時間は、原則平日午前８時 30 分〜午後５時です。（正午〜午後１時除く） 市役所代表 ☎ 0 4 2 − 3 8 3 − 1 1 1 1

掲載内容の詳細は、主催者にお問い合わせください。費用の掲載のないものは、原則無料です。

情情報報アア・・ララ・・カカルルトト情報ア・ラ・カル情報ア・ラ・カルトト
このコーナーでは、市民グループなどの催し物等を紹介します。事業の実施内容に市および教育委員会は携わ
っていませんので、ご不明な点は、主催者にお問い合わせください。

（掲載内容についての責任は主催者側に負っていただきます）

後援事業 掲載を希望する団体は、後援申請を行った担当課に記載
方法・締切日などを確認してください。

eevveenntt

催
し

 

●カモン！！こがねいキャンペーン
 ９月１３日（日）まで 小金井市内
の店舗を利用した写真を撮影し、店
舗名・感想と一緒にＳＮＳに投稿し
て、抽選で賞品をもらおう ホーム
ページを参照 小金井青年会議所・
山城（☎０９０−３８５６−６５０３ https: 
//koganeijc.com/come-on-koga 
nei/）
●東小金井南口商店会　ヒガコ・ミ
ナミの感染症拡大防止キャンペーン
 ９月１日（火）〜３０日（水） 安
心して商店街を利用いただけるよ
う、思いやり間隔に配慮した取り組
みを行っています。ポスター等で商
店会の取り組みを、お知らせしてい
ます 同商店会・谷合（☎０４２−３８４
−３１３７）
●エコクラフト−藍のたたき染めエ
コバッグ　 ９月９日、１６日、３０日い
ずれも水曜日午前１０時〜１１時３０分、
午後１時〜２時３０分 環境楽習館 
各回３人（申込順） ６００円（材料費
等） ９月１日から、電話でNPOこ
がねい環境ネットワーク（☎０８０−
４０９１−８２５０）へ
●認知症講座「認知症の方の入院生
活−せん妄とは」　 ９月１２日（土）
午後１時３０分〜３時 聖ヨハネ会本
館戸塚ホール（桜町１−３−２２） 
中村享子さん（桜町病院認知症看護
認定看護師） １０人（申込順） マ
スク必須 同病院認知症疾患医療セ
ンター（☎０４２−３８３−４１１４＝月曜〜
金曜日午前９時〜午後４時）
●精神保健福祉講演会−みんなでや
ろう家族ＳＳＴ　 ９月１２日（土）午
後１時３０分〜４時 市民会館・萌え

催催 しし ・・ 講講 座座催 し ・ 講催 し ・ 講 座座

時 内

他
問

HP

時 内

問

時

所 定
￥

申

時
所

講

定 持
問

時
所

木ホール（商工会館３階） 向川原
聖名子さん（ＳＳＴ社会生活技能訓
練リーダー） ４８人（当日先着順）
 精神障害者家族会あじさい会・森
田（☎０４２−３８８−３７２９）
●オペラ集団Ｉ　CANTORIサロン
シリーズ「ラ・ボエーム」（字幕付き）
ハイライト公演　 ９月１２日（土）
午後７時３０分開演 小金井　宮地楽
器ホール小ホール ４３人 ３,５００円
（全自由席） 電話またはＥメールで
同団体・小林（☎０８０−５９７３−２０７７
 i.cantori.ticket@gmail.com）へ
●訪問型子育て支援者養成講座−訪
問保育　 ９月１８日〜１０月２４日の金
曜・土曜日午前９時３０分から（１０月２
日を除く。全１１回） 主にオンライン
での講座 ５人（申込順） 無料 ９
月１日から、Ｅメール（氏名・電話番
号を明記）でSACHI・高橋（☎０４２−
３１６−７８６１ info@sachimama.jp）へ
●ラミィキューブ練習会　 ９月１９
日（土）午後１時〜１０時（入退場自
由） 小金井　宮地楽器ホール 脳
トレにもなるボードゲームの練習 
小学校３年生以上 ５００円 予約優
先。当日来場可 電話、Ｅメールま
たはＳＭＳでラミィキューブの会・
井口（☎０９０−７６３２−３２６０ tableg 
ames@buckeye.co.jp）へ
●庭木剪定入門　 ９月２８日〜１０月
１９日の毎週月曜日午前１０時〜正午
（全４回） 公民館緑分館ほか 笠
原謙次さん（植木研究家） 市内在
住の方 ２０人（申込順） １,０００円 
９月２日から、笠原（☎０９０−６０２３
−８４４３）へ
 

●グラウンドゴルフ秋の大会　 １０

講

定
問

時
所
定 ￥

申

糸

時

内
定 ￥ 申

糸

時

所 内
対

￥ 他
申

糸

時

所 講
対

定 ￥ 申

スス ポポ ーー ツツス ポ ース ポ ー ツツ
時

 

■エイジフレンドリー補助金　高齢
者が安心して安全に働くことができ
るよう、中小企業事業者が職場環境
を改善するための対策に補助を行い
ます。新型コロナウイルス感染症対
策も対象 ホームページを参照のう
え、１０月３１日までに同補助金事務セ
ンター（☎０３−６３８１−７５０７ https: 
//www.jashcon-age.or.jp）へ
■家庭のゼロエミッション行動推進
事業　設置済みのエアコン・冷蔵
庫・給湯器を省エネ性能の高い対象
家電に買い替えると、商品券等が付
与されます 詳細はＨＰを参照のう
え、令和３年３月３１日までに、東京
ゼロエミポイントコールセンター
（☎０５７０−００５−０８３ https://ww 
w.zero-emi-points.jp/about/）へ
■警察に対する相談は、相談専用電
話＃９１１０へ　緊急な対応を必要とし
ないけれど、ストーカーやＤＶ、悪
質商法などで警察に相談したい悩
み・心配ごとがある場合は、警察相
談専用ダイヤル（☎♯９１１０）をご利
用ください 小金井警察署（☎０４２

申

HP

申

HP

問

−３８１−０１１０）
■東京消防庁救急相談センター　♯
７１１９をご利用ください　急な病気や
ケガで救急車を呼んだほうがよいの
かを迷ったり、病院に行くことを迷
う時には、救急相談センター（☎♯
７１１９）をご利用ください。救急相談
医療チームが２４時間・年中無休で対
応します 小金井消防署（☎０４２−
３８４−０１１９）
■災害時の断水に備えましょう　災
害時の断水に備え、最寄りの災害時
給水ステーションの場所を確認して
おきましょう。日ごろから水道水の
くみ置きをするのも有効です。詳細
はホームページ参照 都水道局（☎
０４２−５４８−５３６２ https://www.wa 
terworks.metro.tokyo.jp/kura 
shi/shinsai/）
■災害時に甚大な被害を受けた方に
対する都税の減免や納税の猶予の制
度があります　納期限までに申請を
行うと、被災の程度等によって減免
する制度があります。詳細はホーム
ページ参照 立川都税事務所（☎
０４２−５２３−３１７１ https://www.ta 
x.metro.tokyo.lg.jp/common/ge 
nmen.html）

問

問

HP

問

HP

   

９
月　

日
（
土
）
午
前　

時　

１２

１０

３０

分
～
午
後
２
時
＝
就
職
支
援
研
修

会
、
午
後
２
時
～
４
時
＝
就
職
相

談
会 

武
蔵
野
ス
イ
ン
グ
ホ
ー
ル

（　

武
蔵
境
駅
徒
歩
２
分
） 

都

ＪＲ
内
で
就
職
を
希
望
す
る
保
育
士
資

格
を
お
持
ち
の
方
、
資
格
取
得
見

込
み
の
方 

当
日
直
接
会
場
へ 

保
育
課
保
育
係
（
☎　

儿　

儿
９

０４２

３８７

８
４
６
）

  
　

月
５
日
～　

月
７
日
の
月
曜

１０

１２

日
午
前　

時
～
正
午
（
全
６
回
）

１０

 

公
民
館
貫
井
北
分
館 

市
内
在

住
・
在
勤
・
在
学
の
方
（
初
め
て

陶
芸
を
す
る
方
優
先
） 

東
田
茂

正
さ
ん
（
陶
芸
家
） 

８
人
（
多

数
抽
選
） 

５
千
円
（
材
料
費
）

 

９
月　

日
（
必
着
）
ま
で
に
、

１３

往
復
は
が
き
（
１
人
１
通
）
に
住

所
・
氏
名
（
ふ
り
が
な
）・
年

齢
・
性
別
・
電
話
番
号
を
明
記

し
、
公
民
館
貫
井
北
分
館
「
陶
芸

入
門
教
室
」
係
（
〒　

儿
０
０
１

１８４

５
貫
井
北
町
１
儿　

儿　

☎　

儿

１１

１２

０４２

　

儿
３
４
０
１
）
へ

３８５
 

【
子
育
て
世
代
対
象
講
座
儿
布
で

作
る
み
つ
ろ
う
ラ
ッ
プ
儿
お
洒

落
に
楽
し
む
エ
コ
ラ
イ
フ
】

 

９
月　

日
（
木
）
午
前　

時
～

２４

１０

正
午 

公
民
館
東
分
館 

古
瀬
陽

子
さ
ん
（
キ
ャ
ン
ド
ル
作
家
） 

学
び
・
く
ら
し

保
育
士
就
職
支
援
研
修
会
・

就
職
相
談
会

時

所

対

申

問

陶
芸
入
門
教
室

時所

対講
定

￥

申成
人
学
校

時

所

講

対

市
内
在
住
・
在
勤
・
在
学
で
、
子

育
て
中
の
保
護
者
の
方 

８
人

（
申
込
順
） 

千
円
（
材
料
代
）

 

保
育
あ
り
（
２
歳
以
上
。
５

人
。
要
事
前
申
込
） 

９
月
２
日

か
ら
、
電
話
ま
た
は
公
民
館
東
分

館
窓
口
（
☎　

儿　

儿
４
４
２

０４２

３８４

２
）
へ

【
そ
こ
が
知
り
た
い
！
相
続
と
贈

与
】

 

９
月　

日
、　

月　

日
、　

日

２９

１０

１３

２７

い
ず
れ
も
火
曜
日
午
前　

時
～
正

１０

午
（
全
３
回
） 

公
民
館
東
分
館

 

丁
子
清
さ
ん
（
公
認
会
計
士
）

 

市
内
在
住
・
在
勤
・
在
学
の
方

 
　

人
（
申
込
順
） 

９
月
３
日

２０
か
ら
、
電
話
ま
た
は
公
民
館
東
分

館
窓
口
へ
（
☎　

儿　

儿
４
４
２

０４２

３８４

２
）
へ

【
健
康
づ
く
り
講
座
儿
お
う
ち
時

間
で
楽
し
む
初
め
て
の
俳
句
】

 

９
月
～
令
和
３
年
３
月
（
全
６

回
） 

俳
句
を
作
り
講
師
が
添
削

し
ま
す
。
講
座
は
全
て
文
通
で
行

い
ま
す 

小
倉
一
郎
さ
ん
（
俳

人
） 

市
内
在
住
・
在
勤
・
在
学

の
方 
　

人
（
申
込
順
） 
　

円

３０

９４２

 

９
月
２
日
～
９
日
に
、
電
話
ま

た
は
公
民
館
貫
井
北
分
館
窓
口　

（
☎　

儿　

儿
３
４
０
１
）
へ

０４２

３８５

【
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
儿
地
域

で
子
育
て
・
孫
育
て
】

 
　

月
８
日
（
木
）
午
前　

時
～

１０

１０

正
午 

公
民
館
貫
井
北
分
館 

地

域
全
体
で
の
子
ど
も
た
ち
の
見
守

り
方
、
新
し
い
生
活
様
式
で
の
接

し
方
を
学
ぶ 

棒
田
明
子
さ
ん

（
Ｎ
Ｐ
О
法
人
孫
育
て
・
ニ
ッ
ポ

ン
理
事
長
） 

市
内
在
住
・
在

勤
・
在
学
の
方 

８
人
（
申
込

順
） 

保
育
あ
り
（
お
お
む
ね
２

歳
以
上
。
５
人
。
要
事
前
申
込
）

 

９
月
２
日
か
ら
、
電
話
ま
た
は

公
民
館
貫
井
北
分
館
窓
口
（
☎　
０４２

儿　

儿
３
４
０
１
）
へ

３８５

定

￥

他

申

時

所

講対定

申

時

内
講

対定

￥

申時

所

内

講対
定

他

申

月２０日（火）午前９時〜午後１時
（雨天＝２７日） 上水公園運動施設
グラウンド 市内在住の方 ２００円

所
対 ￥

（当日納入） ９月３０日までに、電
話で市グラウンドゴルフ連盟・村杉
（☎０４２−３０１−７８６６）へ

申

 

◆健康太極拳の会　原則毎週木曜日
午前１０時〜正午。貫井北町集会場
で。心身の調和を保ちます。見学自
由。連絡は横井（☎０４２−３２８−６０８８）
◆南パレットの会　原則第１・３月
曜日午後１時〜３時、公民館貫井南
分館で。初心者、経験者、いっしょ

掲載を希望する団体は、公民館各館へ｡
開催日・場所等の詳細は、各団体へ｡

に楽しく絵を描きましょう。講師は
吉田高行さん。連絡は浜野（☎０４２
−３８３−６９２３）
◆童謡唱歌・昭和歌謡を歌う会　原
則第１・３月曜日午前１０時〜１１時３０
分、スタジオりずみっく（前原町４
丁目）で。伴奏に合わせて懐しの歌
を歌いましょう。連絡は小松（☎
０９０−７６３４−５３７０）



112・9・1 各種申し込みは、開庁時間または各施設開館時間内にお願いします。

凡　例  日時　 場所　 内容　 講師　 対象　 定員　 費用　 持ち物　 申し込み　 問い合わせ　 その他　 ホームページ　 Ｅメール時 所 内 講 対 定 ￥ 持 申 問 他 HP 糸

　市では、株式会社パークフルと協定を締
結し、無料アプリ「ＰＡＲＫＦＵＬ」に市
立公園情報を掲載します。
　公園の写真やイベント情
報等の発信を通じて、公園
の魅力向上を図ります。
■ＵＲＬhttps://parkful. 
net/parkful/（右
記ＱＲコード）
 環境政策課緑と
公園係（☎０４２−
３８７−９８６０）

問
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広告掲載等のお問い合わせは、㈱ホープ（広告代理店）☎０９２−７１６−１４０１へ

広
告
枠

  
　

月
４
日
（
日
）
午
後
１
時
～

１０
３
時　

分 

公
民
館
貫
井
北
分
館

３０

 

「
高
校
生
の
た
め
のeiga

w

o
rld
cu
p
2
0
1
9

」
自
由
部
門
最

優
秀
作
品
賞
の
映
画
を
観
た
後
、

制
作
し
た
高
校
生
と
語
り
合
う 

小
学
校
高
学
年
～　

歳
く
ら
い
の

２５

方 
　

人
（
申
込
順
） 

９
月
２

１０

日
か
ら
、
電
話
、
Ｅ
メ
ー
ル
ま
た

は
公
民
館
貫
井
北
分
館
窓
口
（
☎

　

儿　

儿
３
４
０
１ 

k0
2
0
4
1

０４２

３８５

5
@
b
z0
4
.p
lala.o

r.jp

）
へ

  
 

９
月　

日
（
日
）
午
前　

時

１３

１０

～　

時
＝
畑
の
土
作
り
（
市
内
で

１１
出
た
生
ご
み
を
リ
サ
イ
ク
ル
し
て

で
き
た 
堆 
肥
を
使
用
）
、
種
ま

た
い

青
少
年
教
育
事
業

高
校
生
が
つ
く
っ
た
ド
キ
ュ

メ
ン
タ
リ
ー
映
画
「
日
本
一

大
き
い
や
か
ん
の
話
」
を
観

て
語
ろ
う
！

時

所

内

対

定

申
糸

親
子
で
循
環
型
社
会
体
験

（
エ
コ
ベ
ジ
タ
ブ
ル
）
教
室

時
内

き
、　

月　

日
（
祝
）
午
前　

時

１１

２３

１０

～　

時
＝
野
菜
の
収
穫
（
全
２

１１
回
） 

東
京
学
芸
大
学
環
境
教
育

研
究
セ
ン
タ
ー
内
実
験 
圃 
場 

市

ほ

内
在
住
・
在
勤
・
在
学
の
方
（
中

学
生
以
下
は
保
護
者
同
伴
） 
　
１０

人
（
申
込
順
） 

▽
雨
天
延
期
▽

時
間
は
変
更
す
る
場
合
が
あ
り
ま

す 

９
月
２
日
か
ら
、
電
話
ま
た

は
直
接
、
ご
み
対
策
課
清
掃
係

（
市
役
所
第
二
庁
舎
４
階
☎　

儿
０４２

　

儿
９
８
３
５
）
へ

３８７
   

　

月
７
日（
土
）、
８
日（
日
） 

１１
総
合
学
院
テ
ク
ノ
ス
カ
レ
ッ
ジ
体

育
館
（
前
原
町
５
儿
１
儿　

） 
２９

利
用
方
法
等
詳
細
は
市
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い 

９
月
１

日
午
後
１
時
か
ら
（
申
込
順
） 

生
涯
学
習
課
ス
ポ
ー
ツ
振
興
係

所

対定

他

申ス

ポ

ー

ツ

総
合
学
院

テ
ク
ノ
ス
カ
レ
ッ
ジ
体
育
館

　

月
の
開
放
日

１１時

所他

申

問

（
☎　

儿　

儿
２
４
６
２
）

０４２

３８６

 　

南
中
学
校
の
中
庭
テ
ニ
ス
コ
ー

ト
（
ハ
ー
ド
コ
ー
ト
１
面
）
を
一

般
開
放
し
ま
す
。

 
　

月
１
日
～
令

１０
和
３
年
３
月　

日
３１

の
午
後
７
時
～
９

時
（
金
曜
・
土
曜

日
・
年
末
年
始
・
行
事
等
で
使
用

で
き
な
い
日
を
除
く
）

 

市
内
在
住
・
在
勤
の
常
時
４
人

以
上
で
活
動
す
る
グ
ル
ー
プ
（
学

南
中
学
校
テ
ニ
ス
コ
ー
ト

夜
間
開
放
（
後
期
）

時対

生
を
除
く
）

 

▽
詳
細
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
ご
確
認
く
だ
さ
い
▽
使
用
可
能

日
は
、
調
整
の
う
え
、
結
果
を
９

月　

日
ま
で
に
代
表
者
に
郵
送
し

２４
ま
す
▽
申
請
書
は
生
涯
学
習
課

（
市
役
所
第
二
庁
舎
７
階
）
で
配

布
す
る
ほ
か
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す

 

９
月
７
日
（
必
着
）
ま
で
に
、

申
請
書
に
必
要
事
項
を
明
記
し
、

郵
送
ま
た
は
直
接
、
生
涯
学
習
課

ス
ポ
ー
ツ
振
興
係
（
〒　

儿
８
５

１８４

０
４
住
所
不
要
☎　

儿　

儿
２
４

０４２

３８６

６
２
）
へ

他申

%
%

%
%
%
%
%
%
%
%
%
%
%
%
%
%
%
%

　東京学芸大学構内で行う例
年通りの形式（対面型）での
開催は中止し、サイエンスシ
ョーなどをＷＥＢ配信しま
す。
　詳しくは、同祭典ホームぺ
ージ（http://www.u-ga 
kugei.ac.jp/~ascest/ysf/in 
dex.html）をご確認ください。
　小中学生の夏休み作品展
は、小金井　宮地楽器ホール
にて開催します。

【夏休み生徒作品展】
 ９月２０日（日）、２１日（祝）
午前１０時〜午後４時
 小金井　宮地楽器ホール地
下１階市民ギャラリー
 渇混雑の場合、時間制限や
人数制限あり渇詳細は同祭典
ホームページ参照
 同祭典実行委員会事務局・
本川（☎０９０−７９４４−１９００）、
市生涯学習課生涯学習係（☎
０４２−３８７−９８７９）

時

所

他

問

「「青少年のための科学の祭典青少年のための科学の祭典」」
東京大会ｉｎ小金井東京大会ｉｎ小金井のの
開催につい開催についてて

20220200

U
U

U
U
U
U
U
U
U
U
U
U
U
U
U
U
U
U
U

【
小
野
リ
サ　

Ｗ
Ｉ
Ｔ
Ｈ　

フ
ェ

ビ
ア
ン
・
レ
ザ
・
パ
ネ　

Ｄ
ｕ

ｏ　

Ｄ
ｅ
ｌ
ｉ
ｇ
ｈ
ｔ
ｓ　

２

０
２
０
】

　

世
界
を
代
表
す
る
ボ
サ
ノ
ヴ
ァ

界
の
ト
ッ
プ
・
シ
ン
ガ
ー
。
心
地

よ
い
グ
ル
ー
ブ
と
ナ
チ
ュ
ラ
ル
な

歌
声
に
包
ま
れ
る
至
福
の
コ
ン
サ

ー
ト
。

 
　

月　

日
（
土
）
午
後
４
時
開

１１

１４

演
■
出
演
小
野
リ
サ
（
ヴ
ォ
ー
カ

ル
・
ギ
タ
ー
）
、
フ
ェ
ビ
ア
ン
・

レ
ザ
・
パ
ネ
（
ピ
ア
ノ
） 

一
般

４
千
円
、　

歳
以
下
席
２
千
円

２５

 
【
ゲ
ル
ハ
ル
ト
・
オ
ピ
ッ
ツ　

ピ

ア
ノ
・
リ
サ
イ
タ
ル
】

　

ド
イ
ツ
ピ
ア
ノ
の
魂
を
受
け
継

ぐ
オ
ピ
ッ
ツ
が
贈
る
珠
玉
の
コ
ン

サ
ー
ト
。
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
作
曲

の
ピ
ア
ノ
・
ソ
ナ
タ
を
ご
堪
能
く

時

￥

だ
さ
い
。

 
　

月　

日
（
日
）
午
後
２
時
開

１１

２２

演
■
出
演
ゲ
ル
ハ
ル
ト
・
オ
ピ
ッ

ツ 

Ｓ
席
５
千
円
、
Ａ
席
４
千

円
、　

歳
以
下
席
２
千
円

２５

 

們
們
◇
共　

通
◇
們
們

 

同
ホ
ー
ル
大
ホ
ー
ル 

市
内
在

住
・
在
勤
・
在
学
の
方 

各
日　
３０

人
（
多
数
抽
選
） 

▽
重
複
応
募

や
記
入
事
項
不
備
、
指
定
期
間
外

到
着
の
申
し
込
み
無
効
▽
一
般
発

売
日
は
９
月　

日
（
日
）
か
ら
▽

２７

未
就
学
児
の
入
場
は
で
き
ま
せ
ん

 

９
月　

日
～　

日
（
必
着
）に
、

１４

１８

往
復
は
が
き
に
希
望
公
演
名
・
希

望
席
種
・
希
望
枚
数
（
１
人
２
枚

ま
で
）・
住
所
・
氏
名
（
ふ
り
が

な
）・
電
話
番
号
（
市
内
在
勤
・

在
学
の
方
は
勤
務
先
名
ま
た
は
学

校
名
）
を
明
記
し
、
小
金
井　

宮

地
楽
器
ホ
ー
ル
市
内
先
行
チ
ケ
ッ

ト
係
（
〒　

儿
０
０
０
４
本
町
６

１８４

儿　

儿　

☎　

儿　

儿
８
０
９

１４

４５

０４２

３８０

９
）
へ

時
￥

所

対定

他

申

　

市
内
に
は
、
ど
な
た
で
も
ス

ポ
ー
ツ
を
楽
し
み
、
健
康
増
進

に
取
り
組
め
る
環
境
が
あ
り
ま

す
。

　

こ
こ
で
は
、
皆
さ
ん
の
生
涯

学
習
と
し
て
の
ス
ポ
ー
ツ
へ
の

取
り
組
み
を
お
手
伝
い
す
る
活

動
を
し
て
い
る
団
体
を
紹
介
し

ま
す
。

　

各
団
体
が
実
施
す
る
事
業
の

う
ち
、
市
が
関
係
す
る
も
の

は
、
原
則
、
市
報
で
お
知
ら
せ

し
ま
す
。

　

そ
の
他
の
事
業
や
現
在
の
実

施
状
況
等
詳
細
に
つ
い
て
は
、

お
問
い
合
わ
せ
い
た
だ
く
か
、

各
団
体
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
確

認
く
だ
さ
い
。

 

生
涯
学
習
課
ス
ポ
ー
ツ
振
興

係
（
☎　

儿　

儿
２
４
６
２
）

０４２

３８６

【
体
育
協
会
】

　

体
育
協
会
は
、
市
民
体
育
祭

や
シ
ニ
ア
ス
ポ
ー
ツ
フ
ェ
ス
テ

ィ
バ
ル
な
ど
市
の
ス
ポ
ー
ツ
イ

ベ
ン
ト
を
受
託
運
営
し
て
い
る

問

ほ
か
、　

の
加
盟
団
体
が
さ
ま

３４

ざ
ま
な
大
会
や
教
室
を
開
催
し

て
い
ま
す
。

 

体
育
協
会
（
☎　

儿　

儿
４

０４２

３８４

０
０
１ 

h
ttp
s://ko

gan
ei-

sp
o
rts.o
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極
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、
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ズ
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上
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親
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操
、
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ラ
、
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卓
球
な
ど
、

ス
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ー
ツ
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苦
手
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方
で
も
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理
な
く
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し
く
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体
を
動
か
せ

る
種
目
の
教
室
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開
催
し
て
い

ま
す
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ふ
だ
ん
運
動
に
な
じ
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の
な
い
方
も
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ひ
、
心
身
の
リ

フ
レ
ッ
シ
ュ
に
挑
戦
し
、
触
れ

合
い
の
場
を
広
げ
て
み
ま
せ
ん

か
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受
付

小
金
井　

宮
地
楽
器
ホ
ー
ル

市立公園の情報市立公園の情報をを
アプリで発信しまアプリで発信しますす



122・9・1市役所の開庁時間は、原則平日午前８時 30 分〜午後５時です。（正午〜午後１時除く） 市役所代表 ☎ 0 4 2 − 3 8 3 − 1 1 1 1

掲載内容の詳細は、お問い合わせいただくか、市ホームページをご覧ください。費用の記載のないものは、原則、無料です。

東京都・子供
の健康相談室

受付時間▷平日＝午後６時〜翌朝
８時▷休日（土曜・日曜・祝日）
＝午前８時〜翌朝８時☎＃８０００＝
プッシュ回線の固定電話、携帯電
話☎０３−５２８５−８８９８

２４時間テレホ
ンサービス

▷東京消防庁救急相談センター
☎＃７１１９＝プッシュ回線の固定電
話、携帯電話
☎０４２−５２１−２３２３

▷東京都保健医療情報センター・
医療機関案内ひまわり
☎０３−５２７２−０３０３
聴覚障害者向け専用
 ０３−５２８５−８０８０FAX

小児救急
（３６５日２４時間）

▷武蔵野赤十字病院
武蔵野市境南町
１−２６−１
☎０４２２−３２−３１１１

９
月
６
日（
日
）
９
月　

日（
日
）

１３

 
みなみ調剤薬局

（ ）貫井南町5－20－15
☎042－381－7405

 
にじいろ薬局

（ ）梶野町5－9－9クレール1F
☎042－316－3795

 
サエラ薬局武蔵小金井店
（ ）本町5－15－8ラメゾンブランシュ1階－A

☎042－316－1840

 
さくら薬局小金井本町店
（ ）本町1－5－6

☎042－386－2681

 
薬局日本メディカル
（ ）本町1－18－3

☎042－316－5407

% %%%%%%%%%%

% %%%%%%%%%%

% %%%%%%%%%%

ひ
が
こ
北
口
内
科
ク
リ
ニッ
ク

内

梶野町5―11―5
パピスプラザ202
☎042―401―2353

北大通り

北口

けやき
保育園
けやき
保育園

東小金井駅

梶野公園梶野公園

消
内
小

小
金
井
あ
お
ば
ク
リ
ニッ
ク

本町5―15―8
ラメゾン  ブランシュ2-B
☎042―383―7149

内

銀行

けやき通り

小
金
井
街
道

消
内

内
視
内

貫井南町5―20―13
☎042―381―6627

竹
田
内
科
ク
リ
ニッ
ク

内
交番胃腸科

医院

貫井団地
薬局

貫井南町
二丁目

西の久保通り

新
小
金
井
街
道

至
貫
井
ト
ン
ネ
ル

循
内

腎
内

糖
内

〒

う
ち
や
ま
ク
リ
ニッ
ク 東町4―43―15

MKジェムズマンション1F
☎042―382―1715

都営アパート

南口
東小金井駅

内
消
肛
外

大 

見 

医 

院

産
婦

内

梶野町5―5―6
☎042―385―2272

東小金井駅

北口北口

駐車場駐車場

三小

地蔵通り地蔵通り

薬局薬局

梶野町交差点
北大通り

北口

駐車場地蔵通り

薬局

前原坂上
交差点

小
金
井
街
道

和
田
ク
リ
ニッ
ク

内

本町1―6―2
メゾン・ド小金井112
☎042―381―1112

至武蔵小金井駅南口至武蔵小金井駅南口至武蔵小金井駅南口

連雀通り

千
賀
皮
膚
科
ク
リ
ニッ
ク

皮
泌

本町1―18―10
小金井本町ビル4階
☎042―380―5611

武蔵小金井駅

南口

農工大通り

小
金
井
街
道

武蔵小金井駅

南口

農工大通り

小
金
井
街
道

本町1―18―3
ユニーブル武蔵小金井
スイート3階301号室
☎042―387―8176

こ
が
ね
い
耳
鼻
咽
喉
科
ク
リ
ニッ
ク

耳
ア

清  

水  

医  

院

内
皮

本町4―19―16
☎042―384―1212

北大通り

上水公園
運動施設

本町1―9―17
☎042―383―5511

小
金
井
太
陽
病
院

外
内
南口

武蔵小金井駅

農工大通り前原坂上
交差点

小
金
井
街
道

ドラッグストア

北大通り

小
金
井

北　

高

緑町4―5―2
☎042―381―8241

三
浦
歯
科
医
院

大
沢
歯
科
医
院

貫井北町3―38―18
☎042―385―1771

一中
交番

玉川上水玉川上水玉川上水

貫井橋

《 準　夜 》
診療は、午後６時から

午前９時〜正午
午後１時〜５時

薬を処方された場合は、各
医療機関受付にお問い合わ
せください。

薬薬局局薬薬局局

診療時間：午前９時〜正午、
　　　　　午後１時〜５時
※　応急処置に限ります

休日歯科診休日歯科診療療休日歯科診休日歯科診療療この休日診療は、小
金井市医師会、小金
井歯科医師会、小金
井市薬剤師会の協力
で実施しています。
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休 日 診休 日 診 療療休 日 診休 日 診 療療
受付時間：午前９時〜正午、午後１時〜５時
　　　　　準夜→午後５時３０分〜９時
※　新型コロナウイルスの感染拡大に伴い、
　　診療科目にかかわらず、必ず電話で確認のうえ、受診してください

●印は病医院所在地
○内は診療科目

三鷹の森ジブリ美術館へ 抽選でご招待
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 １０月１日（木）①午前１０時から②１１時から③正午
から④午後１時から⑤２時から
 三鷹の森ジブリ美術館（三鷹市下連雀１−１−８３）
 入館者全員が、小金井市、三鷹市、武蔵野市、府
中市、調布市、西東京市に在住の方
 １,０００人（多数抽選）
■注意事項渇１通につき最大６人まで応募可能渇当
選者には、９月２１日以降に招待状を郵送します渇電
話での当落のお問い合わせはお受けできません渇同
一グループでの複数枚の申し込みや、必要記載事項
に不備がある場合は無効になります
 詳しくは、三鷹市ホームページ（https://www. 
city.mitaka.lg.jp/c_event/087/087275.html 
右記QRコード）をご覧ください

時

所
対

定

他

 ９月１４日（必着）までに、はがき
に代表者の郵便番号・住所・氏名
（ふりがな）・年齢・電話番号、入館
者全員の氏名（ふりがな）・年齢、人
数（代表者含む）、入館希望時間帯（①〜⑤のいずれ
か）を明記し、三鷹市芸術文化課（〒１８１−８５５５  三
鷹市野崎１−１−１☎ ０４２２−４５−１１５１内線２９１２）へ

申

© Museo d'Arte Ghibli

【相談窓口】
渇都自殺相談ダイヤル（☎０５７０−０８７−４７８＝９月２３日〜２７日は２４時間受け
付け）渇自死遺族のための電話相談（☎０３−３２６１−４３５０＝
毎週木曜・日曜日、９月７日〜１０日いずれも午前１１時〜午
後７時）渇都ＬＩＮＥ相談ほっとＬＩＮＥ@東京（右記QRコード
参照）
 健康課健康係（☎０４２−３２１−１２４０）問

自殺防止！東京キャンペー自殺防止！東京キャンペーンン

　市民の皆さんがゲートキーパーとして、必要時に対象者や身近な方々を
支え自殺を防ぐことができる心構えを学びます。
 ９月２７日（日）午前１０時〜正午
 公民館貫井北分館
 有田茂さん（社会福祉法人川崎いのちの電話事務局長）ほか
 ２３人（申込順）
 保育あり（２歳以上。５人。要事前申込）
 ９月２日から電話、Ｅメールまたは直接、図書館貫井北分室（☎０４２−
３８５−３５６１ nukuikita-lib@kcd.biglobe.ne.jp）へ

時
所
講
定
他
申

糸

いのちを守るゲートキーパーになろいのちを守るゲートキーパーになろうう

9月は自殺対策強化月9月は自殺対策強化月間間 子どもを見守る家

カカンンガガルルーーののポポケケッットト
新新デデザザイインンをを募募集集ししまますす
カンガルーのポケッカンガルーのポケットト
新デザインを募集しま新デザインを募集しますす
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　市内のご家庭やお店などにご
協力いただき、学校の登下校や
放課後など子どもたちが困った
時に助けを求められるよう、子
どもを見守る家カンガルーのポ
ケットのステッカーを表示して
います。
　このたび、新デザインを募集
します。
■募集要件渇カンガルーの絵を
入れること渇背景を入れる場合
はシンプルにすること渇細かす
ぎるデザインは避けること
■サイズＢ５
 市内在住・在勤・在学の方
 渇作成する際に多少の調整を
する場合があります渇作品の著
作権は市教育委員会に帰属しま
す渇作品は折れないように提出

対
他

してください
■応募方法 ９月１日〜３０日
（必着）に、郵送または直接、
作品の裏に氏名（ふりがな）・
住所・電話番号を明記し、指導
室指導係（〒１８４−８５０４住所不
要・市役所第二庁舎７階☎０４２
−３８７−９８７７）へ

申

　市では、自殺対策を総合的に推進するため、３月に自殺対策計画「ここ
ろに寄り添い　いのちを支え合うまち　小金井」を策定しました。

LINE登録用
QRコード

バスのりばバスのりば

三鷹の森
ジブリ美術館

三鷹の森
ジブリ美術館

山本有三
記念館
山本有三
記念館

井の頭
自然文化園
井の頭

自然文化園

風の散歩道
風の散歩道

JR三鷹駅
ＪＲ三鷹駅南口から
渇玉川上水沿いの
「風の散歩道」を歩
いて約１５分
渇コミュニティバス
で約５分


